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万代寺遺跡発掘調査は、県営八頭中央地区は場整備事業に係る地域から須恵器、土師器片が

表採されたことにより、昭和56年11月24日から昭和56年12月26日に至る緊急試掘調査の実施に

よって、丘陵一帯に遺物や遺構の存在が確認された。その後を受けての調査であります。

発掘調査は、は場整備事業によって削除される区域約9，0007がを昭和57年4月1日から昭和57

年8月31日まで現場調査、昭和57年9月1日から昭和58年3月20日までが整理期間とし延べ人

員2，924人役によって完了いたしました。

遺構は当初予定していたものよりはるかに大規模なものとなり、大まかに三箇の建物配置が

確認されました。それは溝や柵によって区分された建物群跡が二カ所、他の一カ所は巨大な建

築物のある建物群跡です。これ等三区域の建物群は、旧八上郡の郡衝跡であろうと考えられ、

時期は出土遺物から推則して8世紀初頭から9世紀初頭と考えられています。

本調査の実施にあたり、直接調査に参画していただきました方々、また常に適切な御指導く

だされた県職員の方々、更に八頭中央土地改良区の方々の厚い御理解と御協力に対して深く感

謝と敬意を表するものであります。

昭和58年3月20日

郡家町教育委員会教育長　北　村　一　利
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例　　　言

1・この報告書は、県営八頭中央区は場整備事業に伴って行った発掘調査の記録である。

2・調査は郡家町教育委員会が主体となり、県教育委員会文化課及び県埋蔵文化財センターの

指導並びに調査協力のもと昭和57年4月1日から同年8月31日までを現地調査、日弼口57年9

月1日から昭和58年3月20日までを整理期間とした。

3・本書の作成は、写真撮影を主として永田弘道，遺物実測を永田弘道，林喜実，西尾一柘，

坂口江津子，蔵増栄子，森原典子，山形顧應、遺物清書を永田弘道，林喜実，西尾一祐、測

量図清書を林喜実，西尾一柘，山形顕應、執筆編集を山形顕應が分担して行なった。

4・本書に使用した方位は全て磁北を示し、土色等を示す色調は農林水産技術会議事務局監修

「標準土色帳」による。

5・本書末掲載の遺物，写真，実測図等を含め遺物等の保管は、郡家町教育委員会が行なう。
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第1章　発堀調査に至る経過

郡家町では、近年農業経営の近代化を図るため、年次的に県営によるほ場整備事業が実施さ

れている。この度の万代寺遺跡発掘調査は、昭和57年度施工万代寺地区のほ場整備区域内踏査

によって、須恵器等の破片が発見され、昭和56年11月から12月にかけて試掘調査を行い、丘陵

一帯に柱穴が検出されて、生活跡の存在が確認され発掘調査の必要性が生じたからである。

昭和57年度のほ場整備事業に支障をきたさず、遺構保存の面も考慮して、発掘調査の面積を

最少にしようと関係諸機関は再三の協議を重ね、結果的に昭和57年4月1日から昭和57年7月

31日までの期間に約4，5007がを発掘調査することとなった。

調査過程の中間、それも調査終了期をむかえた7月に入ってから、昭和56年度実施の試掘調

査の段階で遺構等の存在が認められず、発掘調査不要とされていた地域に方一町と方一町半の

柵列を有する周溝等の遺構が確認され、万代寺地区は場整備は事業遂行不可能とうわさされる

程の打撃を受けた。

当時のは場整備事業計画から考えると上記遺構存在地域約7，5007がを新たに全面発掘の必要

が生じ、調査期間も当時の調査投入人員数から類推し半年あまりを要することから、最少の期

間と最少の経費で、遺構の破壊を最少に止め、しかもは場整備事業にあまり支障をきたさない

発掘方法について協議と調査が重ねられた。結果、7，5007がにおよぶ当初計画外の遺構存在地域

は盛土工法によって建物群等遺構はすべて地下に温存することとなり、盛土調達用地として、

建物群はあっても最少の遺構破壊面積ですむ県立八頭高等学校西側の台地を削平して盛土用の

客土とすることになった。調査期間もほ場整備事業との兼ね合いから約1カ月の延長しか認め

られず、調査人員を最大限投入して昭和57年8月31日までに完了することとなった。

調査の中途において、調査区域が拡大され、しかも、ほ場整備事業に支障をおよぼさない調

査期間制限や調査方法を用いるなど悪条件の中で、5カ月間とゆう極めて短期間に予定通りの

調査が完了できたことを何よりも喜ぶものである。

また、この万代寺遺跡は官衛祉と考えられ、出土遺物、建物配置等規模の面からみて、全国

的にもあまり例の多くない規模をもつ官衝であり、所在位置から旧八上郡の郡衝跡ではなかろ

うかと推察されている。

このような貴重な発掘となり、努力が大きく報いられたところである。
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第2章　遺跡周辺の歴史的地理的環境

万代寺遺跡のある郡家町は鳥取県の東部に位置して、鳥取市の南側に隣接する農山村地帯で

ある。現在、町役場の置かれている郡家には、八頭郡各種官庁の出先機関が軒を連らねて、地

方政治の中心地的観を呈している。

更に、昭和57年4月より同年8月にかけての同町万代寺地区発掘調査によって、奈良時代か

ら平安時代初期にかける因幡国八上郡の郡衡跡とみられる遺構が、郡家を含む国中平野の一隅

に検出されたのである。これ等から、国中平野が古来より地方政治の中心地となるべき何等か

の要素をもっていたことが伺い知られる。万代寺遺跡はそのような国中平野の中央部近くに位

置している。

万代寺遺跡近辺の縄文期遺物として知られているものは郡家町西御門遺跡からの縄文後期の

土器、石ヒ、石斧、石嫉、石錘。鳥取市船木や古郡家からの晩期縄文土器。河原町佐貫や鳥取

市橋本から打製石斧が検出された程度で、この地域一等は縄文人の生活密度の非常に薄い地方

と考えられていた。しかし、万代寺遺跡から、縄文早期の遺構と考えられる「落し穴」及び3

個体の後期中葉土器片、晩期の土器1片が検出されて、縄文人の生活密度を多少高めた。
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郡家町下坂から袈裟博文の銅鐸、船岡町破岩から現存しないが銅鐸の出土が「因幡志」に記

されており。河原町今在家で中期の土器が。郡家町山田や鳥取市久末で弥生後期の土器が。近

くは船岡町牧野遺跡から中期から後期にかけての土器が、船岡町西ノ岡遺跡からは当地方初め

●　縄文時代遺物　　　▽　経　塚

凡　★弥生時代遺物　　×　窯跡

†雷雲豊吉芸　卍寺院跡

例　　円墳及び古榊轟蓉緊要霊き警
5万分の1の地図
である。

図1　万代寺周辺遺跡地図

（カ因幡国庁跡
②大権寺廃寺跡
（彰国分寺跡
（動国分尼寺跡
⑨等ケ坪廃寺跡
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（む岡益廃寺跡
（か奥谷瓦窯跡
⑧寺山古墳
（釦西御門遺跡
⑲西の岡及び福井古墳

⑪郷原7号墳
⑫土師青井廃寺跡
⑱万代寺遺跡
⑯空山古墳群
⑯古郡家1号墳
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図2　国中平野小字復原図
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や石器類、同時代のものと思える竪穴住居跡2基、等々弥生時代中期中葉以降の遺物、遺構が

数多く見受けられた。

古墳時代の万代寺遺跡周辺遺跡や遺構は古墳がほとんどで、八頭郡内確認古墳の約85多が河
オ

原町と郡家町に集中しており、その大部分が後期古墳である。古式古墳では郡家町久能寺の御
タテヤマ

建山古墳、河原町山手1号墳・同7号境、船岡町丸山遺跡の多量の埴輪を伴う67甥級古墳等が

挙げられる。万代寺周辺には数多い後期古墳が見受けられるが、特に霊石山山系の郡家町米岡、

同池田、同土師百井、同福本地内には横穴式石室を有する群集境が多く、中には線刻壁画が描

かれた古墳もある。万代寺遺跡からは古墳時代前期乃至中期の竪穴式住居跡8基、横穴式石室

を内部構造とする後期円墳2基、それ等に付随する土器類等の検出、更に円筒土埴片7点の採

取により、円筒土埴を囲擁させた中期古墳が存在したであろう推測も立てられる。

因幡国最大の郡であった八上郡の土師郷に比定されている旧国中・賀茂村は国中平野を共有
キサイチ

し、その国中平野を流れる私都川を古くは土師川と呼び、現在は加茂神社に合杷されている土

師神社が稲荷に存在したこと等、土師部一族との関連が密であるように考えられる。ひいては

万代寺遺跡周辺の古墳被葬者は土師氏一族と考えられるものの、古墳構造上から疑問が生ずる。

ほとんどが横穴式石室を有するのに対して土師神社の旧所在地稲荷の稲荷古墳群には石室構造

はなく、石棺墓が主だったことである。

土師部との関係が深いと見られるだけに須恵器の窯跡も多く、鳥取市越路や郡家町福地には

6世紀代のものが、奈良時代のものとなると河原町牛ノ戸、同天神原、郡家町山田、同山路、

同下坂、同花原と数多く発見されている。郡家町奥谷、同下坂では瓦窯跡が発見され、特に奥

谷瓦窯は法起寺式伽藍配置をもつ土師百井廃寺（慈住専）の瓦を焼いたとみられている。ちな

みに万代寺遺跡郡衛跡より出土の布目瓦及び軒丸瓦は慈住専瓦と同型同種であった。

この時代の遺構として注目しなければならないのは船岡町郡家に近く西ノ岡遺跡より堀立柱

建物跡と円面硯の出土をみたことである。万代寺遺跡の郡衛は平安期初頭頃まで存在したとみ

るのが妥当と考えられ、円面硯の形状より船岡町闇塚」に居を移したと考えられるからである。

昭和53年「八頭高校研究紀要」中、同校教諭広富博著「国中平野の歴史地理的背景」と題し

た論文があり、“八上郡域と郷の復原”で古代の八上郡域は12郷の分布位置から考えると現在

の鼠露、露礼式鼠芸道の5つの町域とほぼ同じと論じ、tt小字地名の復原，，で明治

23～25年調査の地籍図をもとに国中地区の小字の復原図（第二図、第三図）を作成「それを元

に合成したのが本文第二図」したとあり、その中のtつ＼上郡衛跡の追求’’で国府における国司

とは異なって、在地豪族が郡司に任命されたことから、古墳地帯と寺院跡、さらに郡家跡とは

密接な関係があり……この私都川、八東川合流点付近は奈良時代前後の八上郡の政治的中心地

で、門を構えて、政庁と倉庫群からなる郡衛や駅家がこのあたりに置かれたものと推定される
マクナマ

と、万代寺遺跡近辺に郡衝や駅家（莫男駅）及び古代官道のあることを小字名より推して示唆

している。発掘調査前このようなことが論じられるのは、歴史的重要地域の証左である。

－　8　－
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第3章　調査の概要

第1節　調査地全域に亘る概要

調査に先立って調査必要範囲は重機（バックホー）によって耕土の排除と遺構検出面すれす

れの所まで掘り下げることより進められた。これは調査に要する期間と必要労働量に対する調

査員数との関係上、止むを得ぬことであった。作業員を調査地に投入する前約10日余り調査員

は重機のショベル部分をみつめ続けていた。

重機掘りの終了と同時に作業員を入れ、第1区より遺構面の露出にかかる。2区、3区、4

区、5区、6区と遺構の露出及び露出された時点での実測を行い、露出面実測完了地区より順

次遺構の掘り下げを行った。7区より方法を変更し、実測班、遺構面露出協、遺構掘り下げ班

の3班編成とし、第31区まで順次その3班によって作業を進行させた。

昭和46年度に行なわれた予備調査ではほ場整備対象地中央部から遺構の検出はみられず、周

辺部分より柱穴等の遺構が検出されて、国鉄因備線建設工事乃至江戸時代及び明治初期の耕地

整王劉こよって、小高くなっていたであろう中央部分の遺構面は削平され、遺構は整備地象地周

辺部分にのみ残っているものと考えられていた。そのことから整備対象地周辺に近い完全に削

除される入、排水路予定地、即ち1区から31区までが当初予定された調査区域であった。

調査は期間と調査面積の関係上、途中どのような遺構に遭遇しても対処できるよう二度調査

方式を採った。初回は精度を問題とせず全調査地内の遺構掌握である。それで判ったことは、

貯蔵穴乃至落し穴遺構7基、弥生住居祉2基、同遺構。古墳前期住居祉3基、横穴式石室を有

する後期古墳2基、数多い堀立柱建物跡、柵列を有する溝状遺構等であった。その頃はまだ柵

列を有する溝状遺構を官衝跡とも寺院跡とも判断しかねていた。

一応全体の遺構分布状態を把握し、再度遺構の見直しと実測に入った頃より、それまで遺構

があっても耕地の下に保存されると考えられていたは場整備対象地中央部分が問題となり、ほ

場整備工法が再検討された。32、33、34区は1区から17区に連なる一連の水路予定地として調

査され、35、36、37、38、39、40、41、42、43、45、46、47、48、49、67の各区は官衛遺構の

範囲を掌握するために試掘された。50、51、52、53、54、55、56区は再検討された結果、ほ場

整備対象地中央部遺構保存の盛土工法にかかる土採取場としての調査対象地として調査される

ことになった。更に44、57、58、59、60、61、62、63、64、65、66、68、69、70の各区は官衝

の性格及び建物配置を把握するために試掘したものである。

調査地の区域一連番号が複雑にいりくんでいるのは調査途中で工事工法の変化にともなう調

査地の増加と遺構の存在、性格、範囲等を把握しようと試掘の量を増やしたからである。

発掘調査及び試掘の順序は、ほぼ調査地区域一連番号順である。
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第2節　各調査区域別概要

1

区

凡
例

、t

図4　第1、2、3区実測図

①7．5YR4／2灰褐色耕土

（彰10YR4／6褐色ローム層
⑨7．5YR3／2黒褐色シルト質埴壌土に
10YR8／8黄橙色ローム混入土

④7．5YR3／2黒褐色シルト質埴壌土

①7．5YR2／1黒色耕土

彙葦

7．5YR3／1黒褐色耕土
7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土

10YR2／1黒色シルト質埴壌土
10YR3／4暗褐色シルト質埴壌土
7．5YR3／3暗褐色シルト質埴壌土

⑦10YR5／6黄褐色ローム層

3　①10YR2／2黒褐色耕土
区　②7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土

凡　⑨7．5YR3／4暗褐色シルト質埴壌土
例　④10YR6／8明黄褐色ローム層

－14－

第1区

は場整備計画第14号

排水路が西進し、支線

2号道路に当って北進

約20桝、現耕地面で海

抜44．87乃地点である。

水路幅4甥に対して

幅4．87形、長さ約25桝の

掘り込みを入れる。

耕土の厚さ15〝Zから20

m、平均17C椚で、その

下は黄褐色ローム層と

なっていて、耕地化す

るために削平された地

域と思われた。北端よ

り約％の西側約易に35

mの掘り込みが観察さ

れた。底部は水平にな

っており所々に河原石

を敷きつめた痕跡が見

受けられ、後代の家屋

跡と思えた。そこには

上部より穴が掘られ耕

土内の礫や弥生土器及

び須恵器片をうめ込ん

であった。試みに北端

を掘り下げてみたとこ

ろ河原石を敷きつめた

ように見える礫層がロ

ーム層下にあった。こ

れは当遺跡全域に亘っ

て存在している。

第2区

は場整備計画第14号

排水路が西進し、支線

2号道路に当って北進

しようとする現耕土面

海抜45．46刑地点に相

当し、約20mの耕土の

昏

■



下は弥生、須恵、土師器の小片が混入する2層の黒ポク層があり、上層の黒ボク層は客土され

たものと観察された。下層黒ボク層からの横道検出は不可能で黄褐色ローム層直上の褐色土ま

で掘り下げて3箇の落し穴遺構と柱穴遺構を検出した。柱穴から新しい土器として奈良乃至平

安期のものと思える土師器片の検出をみた。

第3区

は場整備計画第14号排水路がまさに北へ進路を変えようとする現耕土面海抜45．467乃地点が

第3区である。排水路幅4甥に対して幅4，8甥、長さ約21刑の掘り込みを入れる。4蘭の落し

穴遺構と堀立柱住居跡が検出された。この掘立柱住居跡の柱穴は、図4では判然としないが角

丸長方形をしており、柱の抜き取り跡が観察された。柱穴への落ち込み土器類は、弥生土器片

（ほとんど中期？）ばかりで建物の建築年代推測の具にはならなかった。角型柱穴は当遺跡地

内では数少なく他に見られたのは52～54区の宮衝建築物跡及び44区の2間×3問の建物跡だけ

で、共に時代推測の鍵は検出されなかったが、奈良期としても早期と考えられる。

一15－



0　　　　　5m
l・・・＿＿－　！

∠主一才

4　①7．5YR3／1黒褐色耕土
区②7．5YR2／1黒色シルト質褐壌土
凡⑨10YR3／2黒褐色シルト質埴壌土
例④10YR5／6黄褐色ローム層

撃薫　図54、5区実測図

7．5YR3／1黒褐色耕土

7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土

10YR2／2黒褐色シルト質埴壌土
7．5YR3／3暗褐色シルト質埴壌土
10YR5／6黄褐色ローム層

第4区

は場整備計画第14号排水路中、3区の東側に位置し、耕土面海抜45．557乃地点に相当する。

同区割内東易に直径推定12．5プ刀の竪穴式住居跡があり、溝からの出土品は類別すると弥生土器

と奈良～平安と思われる須恵器片であった。ただし須恵器片は溝の底部にはなく上面に近い出

土から、弥生期と考えられ、なお下部より弥生中期の土器片が出土したので弥生中期の住居跡

と考えている。他に柱穴が見受けられたが、住居跡として結合させることはできなかった。

6　①10YR2／1黒色耕土
区②7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土
凡⑨10YR2／1黒色シルト質埴壌土
例④10YR5／6黄褐色ローム層

図6　6、7、36区実測図

7　①10YR2／1黒色耕土
区②10YR2／2黒褐色シルト質埴壌土
凡⑨7．5YR3／3暗褐色シルト質埴壌土
例④10YR6／6明黄褐色ローム層

第5区

4区と6区の中間南側に位置する耕土面海抜45．86〝プの三角形の調査地である。調査地南側

より約15・5プ形の位置に幅約1．37形、深さ約30cmの溝状遺構があり、その溝は他の調査地との兼

合いより西宮衝遺構北溝に平行して走る支溝と考えられた。
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第6区

は場整備計画第14号排水

路の4区の東に位置し、耕

土面海抜45．76ク乃の地点。

南側に深さ約60C椚、幅約2

甥の西宮衝遺構北側溝と考

えられる溝が検出された。

溝の北側（外側）に柵列か

と思われる柱穴跡が7区に

かけてあった。この区中央

部に弥生中期の土器片約30

個体分落ち込んでいた土壌

があった。

第36区

6区の西端南7椚×2．5刑

の地点で、西宮衝遺構北溝

の西端かも知れぬと試掘し

た区域。

第7区

は場整備計画第14号排水

路の現耕地海抜45．91プ形の

地点。中央を東西に西宮衝

遺構北溝が走る、深さ約60

m、幅約2〝Zである。中央

郡北側に直径60～75の問の4

箇の直列柱穴がある。

第8区

は場整備計画第14号排水路現耕地海抜46．07〝地域。西端北側に西宮衝遺構北溝深さ約50（翔、

幅約1．5甥が走り、約4プ刀の溝の切れ目がある。裏門に相当するのではと門に相当する柱穴の

検出につとめたが、それらしきものは見当らなかった。溝の南側に溝の切れ目を越す所まで、

柵列と思える柱穴がある。この区域東端に幅約1．6甥、深さ約30cmの溝があり、後に西宮衝遺構

北溝に合流しているのを確認した。この区域中央部北西向きの2条の溝から弥生中期土器片約
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①10YR3／2黒褐色耕土

∈

旨

真筆

10YR2／1黒色シルト質埴壌土
7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土
10YR2／2黒褐色シルト質埴壌土
10YR2／1黒色シルト質埴壌土
5YR2／2黒褐色シルト質埴壌土
（D10YR5／6黄褐色ローム層

図7　8区実測図

牢と』コココ聖n
①10YR3／2黒褐色耕土
②10YR2／2黒褐色耕土床

量露憲完宝菜志士
例
（む7．5YRl．7／1黒色シルト質埴壌土

（彰10YR5／6黄褐色ローム層

図8　9、10区実測図
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40個体分の検出

をみた。雑然と

落ち込んでいた

ので、その溝を

土墳墓とは考え

られなかった。

第9区

は場整備計画

第14号排水路現

耕地海抜46．28甥

地域。中央部に

建物跡があり、

その建物北側は

3間で3．6甥で

あった。C，eの

柱穴から須恵器

片が検出され平

安期に比定でき

た。西北端の溝

からは、弥生中

期の土器片の検

出がみられた。

第10区

は場整備計画

第14号排水路現

耕地海抜46．15桝

地域。この区域

は南側に農業用

の用水路及び農

道がある。

この区域中央部

を南北に走る西

lご



官街遺構東溝（幅約27方、深さ約65（のがあり、その官衛溝に交叉する弥生中期中葉の頃の土

壌が構たわっている。その土壌からは土器片約50個体分以上及び石庖丁を含む石器類の検出が

みられた。弥生中期の土墳墓とは考えられなかった。更に官衝溝内側に柱穴直径75m、柱間約

2甥、建物幅約4．25桝の建築物跡、及び柱穴直径1．5甥、柱径約30C玖建物幅2間（約5桝）×

長さ不明（2間で約6．5桝）の建物跡。この二棟の建物跡があり、共に同位置に建て替えられた

形跡が観察された。この柱穴より奈良期乃至平安期も初期と思える須恵器片の検出をみた。

第11区

10区東端より北に約15甥の位置よりはじまる耕地面海抜46．83桝の三角形調査地である。多

様な溝状遺構は竪穴式住居よりの排水溝と考えられた。それぞれの溝は弥生中期土器多出土の

溝と古墳前期土器多出土の溝とに分けることができた。弥生中期及び古墳時代前期の住居が当

ー19－

調査地近辺に所在したであろうこ

とが想像された。調査地内東北角

の2甥×3桝の角丸長方形の落ち込

みは、下部に広がりがみられ、底

部はほぼ水平に近く、落ち込み土

器中最底部のものが古墳前期と考

えられる聾の口縁部であった。落

ち込みは屋根で覆われていたらし

く、角に柱穴が見受けられた。使

用目的が何であったか不明である

が一応貯蔵穴？と考えている。更

に数多い柱穴跡が検出され、官衝

時代の堀立柱倉庫もこの区域にあ

ったものと考えられた。

第12区

11区の東約217形、現耕地面海抜

47．07椚区域にある三角形の調査

地である。ここから古墳前期の土

師器を伴なった方形竪穴式住居跡

の片角が検出され、第11区の溝状

遺構を竪穴式住居よりの排水路で

はなかろうかと考えさせた根拠、



図9　11区実測図

12　①10YR3／2黒褐色シルト質埴壌土
区　②7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土
凡　⑨10YR2／1黒色シルト質埴壌土
例　④10YR3／2黒褐色シルト質埴壌土
⑨10YR2／2黒褐色シルト質埴壌土

⑥10YR2／2黒褐色シルト質埴壌土と7．5

YR5／6明褐色ローム層との混合土（客土）

0　　　　　　　　　3m

∈＝⊥＿⊥＝∃

図1012区実測図

⑦10YR3／3暗褐色シルト質埴壌土
⑧10YR5／6黄褐色ローム層
⑨7．5YR5／6明褐色ローム層

⑥　　　　　　⑥

即ち、この竪穴式住居の周溝東北角より北へのびる排水溝と考えられる溝が検出された。

第13区

12区より約25甥東に位置し、南北に長く38者㍗×約10甥の現耕地面海抜47．37甥の区域である。

この区域では北の方から、前庇付推定3間×5間の建物跡○古墳前期と考えられる竪穴式住居

跡。中央官衝北溝及び柵列、更に同官衝後方通路○弥生中期土壌。古墳前期と考えられる竪穴

住居祉。中央官衝正殿と考えられる両庇付推定4間×7間の建物跡。等が検出された。

北側住居は確実に古墳前期に比定できないが、幅模する落ち込みからの出土品が弥生中期の

ー20－
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12区凡例

①10YR2／1黒色耕土
（彰10YR2／2黒褐色耕土

（釘7．5YR2／1黒色耕土
④7．5YR2／2黒褐色耕土
⑤7．5YR2／2黒褐色シルト質埴壌土
（む10YR黒褐色シルト質埴壌土

（彰5YR2／1黒褐色シルト質埴壌土
⑧10YR2／2黒褐色シルト質埴壌土
⑨10YR4／4褐色シルト質埴壌土
⑯7．5YR3／2黒褐色シルト質埴壌土
⑪7．5YR3／1黒褐色シルト質埴壌土
⑫7．5YR3／3暗褐色シルト質埴壌土

⑱5YR3／2時赤褐色シルト質埴壌土
⑭10YR3／4暗褐色シルド質埴壌土
⑯10YR5／6黄褐色ローム層
⑯7．5YR5／6明褐色ローム層
⑱10YR4／6褐色シルト質埴壌土

⑯⑦と⑯の混合土
⑲⑤と⑯の混合土
⑳⑤と⑯の混合土
⑪⑨と⑱の混合土

⑳⑧と⑱の混合土
⑳⑱と⑱の混合土
⑳⑯と10YR5／8黄褐色ローム層
との混合土

⑮⑨と7．5YR4／6褐色シルト質埴壌
土との混合土
⑯⑯と7．5YR4／6褐色シルト質埴壌
土との混合土

㊥⑪と⑩と⑯との混合土
⑳（彰と⑯と10YR3／2黒褐色シルト

質埴壌土との混合土

－21－

土器、古墳前期

の土器、奈良～

平安期の土器で

ある事より古墳

前期と推定。南

側住居は中央炉

跡より古墳前期

の土師器片を検

出したことより

古墳前期と推定

した。中央官衝

正殿跡とみた建

物は前後二度同

一場所に建築し

たものと観察さ

れ、両庇中後方

の庇は後期にの

み作られたと観

察された。推定

3間×5間の前

庇付建物は、後

期正殿建造時に

建築されたもの

と考えられた。

その理由は、こ

の建物は一期の

みの建築で、後

期正殿と方向を

同一にし、柱の

根元に後期正殿

同様に礎石とお

ぼしい石が置か

れていたからで

ある。



なお正殿後庇の下には水切りの溝と考えられる溝があり、官衝周溝の北

溝中央切れ目（官衝後方通路）ともう一方の切れ目との間に直径約30cm

の水抜に利用されたと思われる穴が溝の端底部にあった。この区域にあ

る柵列も前後二度造り変えられたと観察された。

し＿＿＿＿・・・・：

図12　32、33、34区
実測図

第59区

は場整備事業第14号排水路計画地と13区との問で、しかも農業用水路

及び農道をさけて、耕地面海抜47．467乃地域を中央官衝正殿の大きさを

確かめるために、遺構面を露出し、観察した試掘の区域である。この結

果正殿と見られる建物は両庇付4間×7間（11．8甥×20．5甥）で、建て替

え前の建物は後庇をのぞく、前庇付3間×7間の建物と観察された。

第32区

は場整備計画第14号排水路予定地で10区の東側農業用水路及び農道を

越えた現耕地面海抜46．73甥の区域である。当初調査区域外とされてい

たが、ほ場整備の工法変化に伴なっての調査地である。同区域東端に中

央官衝西溝が検出された。幅約2閉、深さ約40mであった。

第33区

は場整備事業第14号排水路予定地で第32区調査地の東に位置する現耕

地面海抜46．79甥区域と47．11甥区域である。調査理由は32区と同じ。

この区域内西端近くに中央官衝西溝に伴なう柵列跡が検出され、柵列よ

り約57乃離れた位置に中央官衝西脇殿（2間×11間）の一部が検出され

た。この建物も同位置に建て替えられた形跡が観察された。との建物の

内部に方形竪穴式住居跡が検出された。弥生土器片に混じって古墳前期

の土師器が見受けられたので、一応古墳前期の住居跡であろうと考えて

いる。同区域東寄りに西脇殿と方角的に直交する建物跡が検出された。

しかし規模及び位置関係から官衛に属する建物とは考えられず、観察し

た限りでは官衝時代前のものと思えた。

第34区

この区域も32区や33区と同じ理由で調査されることになった。ほ場整

備事業第14号排水路予定地中第33区調査地の東に位置する現耕地面海抜

47．22甥の区域である。この区域にも正殿と平行な建物跡二基が見受け

－22－
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写19　33区西側より

られたが、規模及

び位置的に官衝遺

構に付随する建築

物とは考えられず、

33区同様この区域

に官衝が出現する

前の時代のものと

思われた。

第14区

は場整備計画第

14号排水路予定地

の調査地34区の東

肇恕癖に位置し、現耕地

面海抜47．37弼地

域と47．457刃地域

を含めた4．6弼×33

刑の調査地である。

この区域内では取

りたてて目立った

遺構は検出されな

かった。ただ当区

域内東端に中央官

衝東脇殿の一部が

検出されたに過ぎ

ない。

万代寺遺跡調査に先立って、土地の方から「この土地は土器類や瓦が多く、集めては穴を掘

り埋めたものです」と聞かされた。万代寺遺跡発掘中その穴を掘って埋めた場所3カ所に遭遇

した。1カ所は第1区にあり、2カ所目はこの第14区に、3カ所目は第24区にあった。

この14区中央部やや東寄りの北側、掘り下げた壁面にそれが見られ、弥生土器から土師器、須

恵器に至る土器類が乱雑に投げ込まれていた。これ等3カ所の現代土器投入穴中14区、24区の

2カ所は掘り下げられた境い目から発見されており、今となって、これ等投入穴は案外多く存

在したにもかかわらず、柱穴乃至土壌として処理したのではなかろうかと危惧している。
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図1314区実測図 図1415、16、17区実測図

第15区

は場整備事業第14号排水路予定地の

調査地14区の東に位置し現耕地面海抜

47．45〝官の区域である。

この区域は小さく4．6∽×7．5〝才の範

囲しかなかった。この位置で中央官衝

東脇殿の一部が検出されている。

東脇殿の建て替え位置の変り具合は、

西脇殿の建て替え位置の変り具合より

大きいと観察された。この東脇殿の建

て替えられた柱の根元には礎石が置か

れていて、13区の建て替えられた正殿

及び前庇付3間×5間の建物（後殿）

と同じ形式が見られた。

第16区

は場整備事業第14号排水路予定地の

調査地15区の東に位置し現耕地面海抜

47．49プ刀の区域にある4．6甥×26甥の

範囲である。

14区凡例

①①10YR2／2黒褐色耕土

②7・5YR2／1黒色シルト質堰壌土（畦畔下旧耕土）
⑨7・5YR2／1黒色シルト質埴壌土（畦畔で旧耕土）
④7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土
⑨10YR2／1黒色シルト質埴壌土
⑦7．5YR3／2黒褐色シルト質埴壌土

15区凡例

①10YR3乃黒褐色耕土　3／2
②7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土
⑨10YR2乃黒褐色シルト質埴壌土

16区凡例
（力10YR2／1黒色耕土
②10YR3／1黒褐色耕土

⑨10YR2乃黒褐色シルト質埴壌土
④7．5YRl．7／1黒色シルト質埴壌土
⑨10YR2／1黒色シルト質埴壌土
⑥7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土

⑦10YR5〟にぷい黄褐色ローム層

17区凡例
①10YR2／2黒褐色耕土

l

②10YR2／1黒色シルト質埴壌土　壌
⑨10YRl．7／1黒色シルト質埴壌土
④10YR4／3にぷい黄褐色ローム層



写2216区西端を北側より

この区域は東に行くに連れて黒ボク層が厚くなり、東端では耕土面より黄褐色ローム層まで2

甥近くにも及んでいた。

黒ボク層中では遺構の検出はむずかしく、結局黄褐色ローム層直上まで掘り下げるより外、手

段がなかった。

遺構としては西端に柵列が、次いで中央官衝東溝（幅約1．5桝、深さ約45の乃）が検出され、溝

の外側5．8mの位置に、ほぼ溝に平行に走る柱穴列らしいものが検出された。この柱穴列は一

条しか検出されず、一種の柵列であろうと思われた。

第17区

は場整備事業支線第14号排水路の東端に近い現耕地面海抜46．827方と西隣の調査地16区と比

べて約70朗も下っている調査地である。

この調査地は16区同様黒ボク層が厚く、黄褐色ローム層まで約1甥強も掘り下げねばならなか

った。万代寺台地として張り出した台地の谷間に近い場所だけに厚い黒ボク層に覆われて、遺

構の検出はできなかった。地形上住居跡等遺構の存在は考えられぬ場所であった。
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第18区

は場整備事業支線第14号排水路予定地と同支

線16号用水路のほぼ中央に位置し、同支線14号

用水路より約357形の位置に所在する耕地面海抜

47．40甥区域と47．49〝プ区域で、8．5甥×43甥の範

囲の調査地である。

この区域では36刑に及ぶ中央官街商溝に伴う

柵列と同溝が検出された。この溝や柵列はこの

区域東端近くで直角に北に向を変えて、中央官

衝周溝及び柵列の東南角の状況を提示してくれ

ていた。柵列の再築造は勿論のこと、官衝建物

再築に伴って溝まで再び掘り直されている状況

が、この区域では観察できた。

溝の掘り直しが観察できたのは、この18区を除

いて他では第13区のみであった。13区では溝の

掘り直しが行なわれた際、溝の切れ目、即ち後

ろ正面通用路の下に（以前は左右の溝に水面の

高低差が生じ、困ったからと考えられる）直径

約30mの穴を穿ち、通用路によって離されてい

た左右の溝をつないでいる。13区の溝では掘り

直しだけでなく水抜穴を穿った状況まで観察さ

れた。

18区には官衛遺構だけでなく、弥生期のもの

と考えられる円型竪穴式住居跡も検出された。

この住居跡からは時代を推定すべき土器類は一

点も検出されなかった。

第19区
、

は場整備事業支線15号排水路西端に位置し、

現耕地面海抜44．87〝プの区域で6∽×117刀の範囲

である。この位置は張り出された万代寺台地の

最先端部である現在の今嶋神社、そこには横穴

式石室を有する円墳、後期古墳があるが、その

古墳より西方約70甥の位置にあり、万代寺台地

R4／4褐色シルト質埴壌土　　⑪10YR4／6褐色ローム層　　　　⑮⑦と⑨の混合土
OYR1．7／1黒色シルト質埴壌土　⑩10YR3／3暗褐色シルト質埴壌土　⑯⑨と10YR5／6黄褐色ローム層との混合土
OYR2／1黒色シルト質埴壌土　　⑱10YR3／2黒褐色シルト質埴壌土　⑰⑧に10YR5／3にぷい黄褐色ローム層との混合土
OYR2／2黒褐色シルト質埴壌土　⑭10YR4／3にぷい黄褐色ローム層

図15 18区実測図
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の先端部といえる。

この区域は黒ボク

層が薄く、耕土を除

去すると直ぐ茶褐色

の土壌から黄褐色の

ローム層へと移行す

る土層が出現する。

この区域から遺構及

び遺物の発見はされ

なかった。二カ所ば

かり落ち込みが観察

されたものの、現代

に掘り込まれたもの

と思われた。

第20区

は場整備事業支線

第15号排水路予定地

で19区の東に位置し

現耕地面海抜45．11

甥の区域、6緋×11プガ

の範囲である。

この区域の地層状

祝は第19区に類似しているものの黒ボク層は東に進むに連れて次第に厚さを増している。この

区域の東端、第21区との中間に現在使用中の農道があり、この農道と耕地との境界、黒ボク層

中間に人頭大の河原石が散見された。この状況は第21区側の農道脇でも見受けられ、そこには

拳大の河原石も見受けられた。第20区の現耕地面は45．117形、第21区の現耕地面は賂35桝で約25

mの落差があり第20区脇では第21区耕地面より農道面は約10m高くなっている。農道面より約

35m下に河原石が見られ、その層から上部は移動された土層と観察された。それ等のことから

現農道下約30C刊の所に幅約1机の旧農道乃至官衝時代の道路が存在したものと思えた。

第20区の他の部分からは遺構や遺物の発見はなされなかった。

第21区

は場整備事業支線第15号排水路予定地で西より約30甥東寄り地点から6甥×20桝の範囲と更
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図1619、20区実測図

に、その区域の南側に三角形で約2007㌦の区域を加

えた現耕地海抜45．357刀の範囲である。

この調査地西側は現在の農道に接しており第20区

の項でふれた旧農道乃至官衛時代道路であったかも

知れぬと思われる地層が農道脇に散見された。

官衝跡がいつ農耕地されたか不明であるが、万代

寺遺跡調査地全域に樹木の繁茂していた跡が見受け

られた。古墳築造後の繁茂跡、官衝造営後に繁茂し

た跡等判断出来るものであったが、当21区の樹根跡

はいつ頃のものか不明であった。柱穴乃至落ち込み

と誤認して掘った箇所が多かった。建造物として結

びっけ不可能な柱穴9個を認めたにすぎない。

第22区

は場整備事業支線第15号排水路予定地第21区の東

側6∽×17甥の区域で第21区と同じ海抜45．35甥の

範囲で、丁度昭和56年度の試掘調査第18トレンチが

この区域の西端近くにあり、当時兄い出された柱穴

を含めて10個の柱穴が認められた。

第23区

は場整備事業支線第15号排水路予定地の第22調査

区の東側を北に予定地をのばして5甥×16〝Zの区域

で海抜45．88〝プの地点である。現耕地面は第22調査

区に比べて約50m高位となっている。耕地化するた

めの客土層は厚くなっていた。柱穴も第22区に比べ

て多く見られた。須恵器片が数点検出された。

19区凡例

①7．5YR3／1黒褐色耕土
②10YR2／2黒褐色耕土
⑨10YR2／2黒褐色シルト質埴壌土
④10YR2／1黒色シルト質埴壌土
⑨7．5YR3／3暗褐色シルト質埴壌土
⑥7．5YR2／勺極暗褐色シルト質埴壌土
⑦10YR4月褐色ローム層

20区凡例

①10YR2／セ黒褐色耕土
②

⑨

④

⑤

10Y

5Y1

7．5’

7．5’

R2／1黒色耕土

R2／1黒褐色シルト質埴壌土
YR2／1黒色シルト質埴壌土
YR3／1黒褐色シルト質埴壌土

⑥10YR3A暗褐色シルト質埴壌土
（彰10YR5／も黄褐色ローム層

⑧7．5YR4〟褐色シルト質埴壌土
⑨10YR4¢褐色ローム層

⑲10YRl．7／1黒色シルト質埴壌土
10YR6／も明黄褐色ローム層との混合土

⑪7・5YR2／1黒色シルト質埴壌土と10YR
5／旬黄褐色ローム層との混合土
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21区凡例

（力10YR2／1黒褐色耕土
②7．5YR3／1黒褐色耕土
（郭7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土
所々に河原石の混入あり

④2．5YRl．7／1赤黒色シルト質埴壌土
⑨7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土
（彰7．5YR2／2黒褐色シルト質埴壌土
（彰7．5YR4／3褐色シルト質埴壌土

⑧7．5YR4／4褐色ローム層
（釘7．5YR3／3暗褐色シルト質埴壌土
⑯②と10YR5／6黄褐色ローム層との混合土

⑪7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土（作業耕土）

第24区

は場整備事業支線第15号排水路

予定地東端より71研一187形の問の

その南側幅約107形を含めた区域で

現耕地面海抜45．88甥地点である。

この調査区より直径17〝Z乃至見

方によっては直径22甥の円墳（万

代寺2号墳）及び須恵杯を枕にし

た土墳墓及び4間×4間べ夕（8

甥×7．5甥）と3間？×3間？べ夕

（7．5プ乃×7〝プ）の建物跡が検出され

ている。

須恵琢枕土墳墓は径10．7C椚と径

11．7cmの琢身を3cmの間隔で頭を
0

東（約3南に）していた。木棺直

葬らしくも伺え、木棺とするなら

ば約60の乃×約160mと測定。

万代寺2号墳は当初直径22甥と

雨にぬれた土色より思われたのに

夏の炎天下周溝の掘り下げの結果

周溝西側が内部に入いり径約177乃

となってしまった。溝の深さが違

うところから後に掘られた溝状遺

構を掘り上げたものと考えられる

が残したベルト壁面より、旧来の

溝位置を求めることができなかっ

た。破壊された石室位置の中心を

求め測定の結果、当初の約227形が

正しく思える。石室の大きさは幅

4甥、奥行7〝プ、南向き西側片袖

と推察された。出土品は金銅製刀

鐸、馬具、土器片で石室自体こわ

され石は穴を掘って埋められているため、石を埋めならされた土壌中より出土している。

2号墳北東寄りに柱穴群があり、穀倉と考えられる建物が幾度も建て替えられていた。
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23区凡例
（力7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土
②　5YR1．7／1黒色シルト質埴壌土
（彰7．5YR3／1黒褐色シルト質埴壌土
④7．5YR4／3褐色シルト質埴壌土

（彰10YR2／2黒褐色シルト質埴壌土

第25区

この調査区は第24区の南側に隣り合って、海抜45．2プ刀の地点及び45．34甥の両地域である。

この調査地では万代寺2号墳羨道部より真南に真直ぐ調査地の南端まで17．5甥、幅17乃から

80C椚の墓道と考えられる凹状遺構がみられた。これは更に調査地外にのびていた。この墓道と

考えられる凹状遺構の南端近くの東側脇から縄文土器が出土している。現耕地面下約67m、海

抜44．53プ乃位置から、それぞれ3崩から4C房の範囲内に二種の浅鉢が出土した。出土土層での

調査及び更に約5cm下げた層での調査から縄文遺構らしいものは発見できなかった。

墓道と考えられる凹状遺構近辺は直径30mから25m程度の浅い柱穴が多く、1棟（1間×2

間）、1棟（2間×2間べ夕）、2棟（3問×3間べ夕）の穀倉跡でなかろうかと考えられる

建物跡が検出されている；

他には一条の溝状遺構と6基の土墳墓が見受けられた。7基の土墳墓の内3基が古墳期の土

墳墓と考えられた。それ等は溝状遺構の西側にあり、東向き、南向きの方向性を持つと共に形

態的に角丸長方形であり、垂直に近い掘り下げ方がなされていた。それにひきかえ他の4基は

方向性にとぼしく、形態的に基本的には角丸長方形ではあるが何となく鈍化しており、掘り下

げ方に鈍化したものが感じられ、更に集団化していることより弥生期の土墳墓と思えた。

他に調査地東端の現耕地海抜45．34∽地点には人工的に掘り込まれた跡があった。

第26区

は場整備事業支線第15号排水路予定地東端より18刑の位置で予定地を含まず北側に三角形の

海抜46．53関の地域である。この区域南端に近く昭和56年度予備調査の第15トレンチがあり、

東西に走る溝状遺構が検出された。調査地北端は現農道脇にコンクリート壁を作るため深く掘

られて地層は乱されていた。北端より5関南の西側に長径1．2から1．37形の石2個埋められてお

り、近辺に古墳が存在することを暗示しているかのようであった。埋められた石の根方より弥

生中期の壷片数点、及び須恵器片の出土がみられた。

－30－

ヽ＿
ヽ■

トト



図19　24、25、29区実測図
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第27区

は場整備事

業支線15号排

水路東端部分

と、その南側

三角形部位を

含む現耕地面

海抜46．53∽

区域である。

この区域か

らは万代寺3

号境の一部と

その周溝部、

及び周構内土

墳墓、周構内

石敷土溝墓、

室町期木棺直

葬土塘墓、柱

穴等が検出さ

れた。

3号境は2号

境と同様石室

基材の自然石

は耕地化のさ

またげになら

ぬよう掘り込

んで倒されて

いた。

周溝幅約2甥、

墳丘部半径約

8甥で直径約

18〝プの円墳ら

しい。

周構内土塀



墓は周溝底部より75m×1．9甥、深さ約50m掘り込まれており、東向き約涌ヒへ傾いていた。

須恵杯が枕として利用されたらしく、片方だけ出土している。

長さ不明、幅約1・17ガの土墳墓あり。口径約8mの土師質灯明皿状土器5枚、献供として入れ

たか、枕として入れたか口径約13．5の乃の土師質杯2枚。河原石を二列に敷き並べ、木棺を安置

したらしく木片の附著した釘が出土している。少々東に傾いているといえど北枕。掘り込みの

具合より古墳墳丘削平後のものらしい。古墳は室町期にはすでに削平されていたと思えた。

周構内土墳墓と室町期土墳墓の中間に不整形ではあるが底部に河原石を敷いた落ち込みがあ

った。室町期土墳墓の例より土墳墓であったろうと推測している。この落ち込みの不整形さ、

敷かれた河原石の乱れ、周構内土墳墓出土の杯が位置として枕らしく、一個しか出土しなかっ

た不自然さ等より、古墳削平後、相当年数をおいて耕地整理が行なわれたものと考えられた。

第28区

第27区の南に位置し、現耕地面海抜45．34甥の所である。

この区域からは万代寺3号境の出現をみた。第27区の項で延べたように周満幅約2甥、18甥級

の円墳らしい。石室の奥行きは測定できなかったが、幅は約4甥と思われる。石室の幅が4甥
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26区凡例

①7．5YR2／1耕土
②10YRl．7／1黒色耕土（畦畔）

（彰5YRl．7／1黒色シルト質埴壌土
④10YRl．7／l黒色シルト質埴壌土
（彰7．5YR2／1黒色シルト質埴壌土
（参10YR2／1黒色シルト質埴壌土

（彰5YR2／1黒褐色シルト質埴壌土
⑧10YR2／2黒褐色シルト質埴壌土
⑨7．5YR4／3褐色ローム層
⑪7．5YR5／6明褐色ローム層
⑩⑨と⑪との混合土

0　∂　　　　　　8

00　　　e

O o

e

～

プ

ヽ
L

図20　26，27，28，30，31区実測図

とすれば、2号墳に匹敵し、奥行き7桝の西側片柚に近いものだったかも知れぬ。この古墳も

2号境と同様、穴を掘って側石を倒し込み埋めるようにしているため、同古墳よりの遺物出土

状況は第2号境と同様で、確実に同古墳の副葬品であると云い切ることができない。

－33－



出土品として精度の高いものは、金銅製金環2個、数種の馬具、ガラス小玉4個、須恵器の小

片数点であった。この区域では土墳墓3基の検出もされている。

第29区

第25区東端の南側に位置する現耕地海抜45』9甥の区域である。この区域では第25区より続

く溝状遺構及び第25区弥生期土墳墓とみられる墓群一連の土墳墓が一基検出されている。

第30区

第28区南側に位置し、現耕地海抜45．29甥の区域である。この区域は南向に急傾斜している

地形を段々畑形式に客土し造成した耕地であり、遺構の検出はみられなかった。

第31区

第30区南側に位置し、現耕地海抜43．227形の区域である。第30区同様の地形及び現状を呈し

ており、人口的遺構の検出には至らなかった。

－34－
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図21　　35区実測図

図22　　37区実測図

図23　　49区実測図
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第35区

は場整備

事業2号道

路より支線

10号道路へ

入り最初の

角の所、そ

の位置より

約5プ乃先、

現耕地海抜

45．557乃地

点を北官衝

遺構北側溝

の西限を知

るために試

掘した調査

地で、まだ

北側溝状遺

構の西進を

認めた。

第37区

第10区北

側約15プ乃位

置で現海抜

46．587ガの

場所である。

この調査地

は西宮衝溝

状遺構の東

北角を確認

するために

試掘したも

ので、目的

は達成され

た。



第67区

は場整備事業2号道路より支線10号道路へ入ろうとする位置で現耕地面海抜45．36甥の所で

ある。この調査地は西宮衝北側溝状遺構の西限を知るための試掘で、まだ続くことを知った。

第68区

第67区の南約15甥の位置で、現耕地面海抜45．367刀のところを、第64区、第66区、第5区と通

過する溝状遺構の西限を知ろうと試掘した調査地で、まだ西へ向ってのびることが知れた。

第49区

昭和56年度試掘調査第13トレンチを基準に、西官衝溝状遺構の東南角を確認するために試掘

した調査地である。目的は達成された。

第41区

第10区南側約30甥の現耕地面海抜46．67甥地域を、西宮衝東側溝状遺構の存在及び位置確認

及び宮衝建築物の有無を知るために試掘した調査地である。この調査地区で、溝状遺構の存在

及び位置の確認と溝状遺構に並列する建築物の一部をっかむことができた。
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ご

0

①5YR3／2時赤褐色耕土
②

（彰5YR3／1黒褐色から5YR

l／4にぷい赤褐色に移行する

シルト質埴壌土
④7．5YR4／6褐色ローム層

0　　　　5m

図24　41、42、61、62、63区実測図
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第42区

第37区から第49区にわたって途中第10

区、第41区と連なる西宮衛東側溝状遺構

の存在と存在位置碓認のために試掘され

た第10区南側約75〝Z、現耕地海抜47．13

甥の梨園中の一角である。

この試掘調査で、溝状遺構の存在及び

位置の確認がなされた。

第61区

第10区検出の建築物が溝状遺構とどの

ようなかかわり方をしているか、規模を

知るために調査された試掘調査地である。

第10区南側約8∽位置により溝状遺構に

並行に現耕地海抜46．60関と46．67甥地

域を試掘した。第10区と農道、用水路で

隔てられているものの、溝状遺構の内側

約9甥位置に並行して建てられた2問×

11間（約5甥×約29．57乃）の建築物の存在

を確認した。西宮衛遺構も建て替えの行

なわれていることを知る。

第62区

第61区同様の目的で試掘された調査区

である。現耕地海抜46、67関と46．75プ刀に

及んだ。同調査地では第61区の建物から

約217乃離れて2間×5間（約5甥×14．5

甥）の建築物の存在を確認した。

第63区

第61区、第62区同様の目的で試掘され

た調査地で現耕地面海抜46．57甥、47．13甥、

46．71〝プの各所に亘っている。2間×6間

（約4．5∽×約18プ乃）の建築物と一応考え



写33　61区、62区を北側より

られるが、第10区、第61区、第62区と続く一連の建築物の線上から外ずれ、第10区で考えられ

る溝状遺構に近い位置の建造物と第61区、第62区に現われる柱列線上に存在し、疑問が残る。

第38区

中央官衛溝状遺構西北角を確認するために試掘された調査区で、第32区の北側約257形の位置

で現耕地海抜46・83刑と46・967ガの地域である0西北角の確認ができ、目的は達成された。

第39区

第35区、第67区で西宮衡北側溝状の西限を知ろうとつとめたが果さず。西側溝状遺構の検出

により西宮衛の範囲を知ろうと試掘した調査地、現耕地面海抜傷．41甥である。検出できず。

第40区

第39区同様の目的で試掘された万代寺遺跡調査区域最西端の調査地である。現耕地面海抜

45・41甥0ここからも西宮衛溝状遺構の西限を知ることはできなかった。

第45区

西宮衛溝状遺構の西限が不明なので、せめて内部への出入り口だけでも知ろうと試掘した調

査地で、現耕地面海抜44・81〝才のところである0この区域で出入り口が確認された。
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図26　28区実測図 38区　　　　　0

図27　46区実測図

（DlOYR2／2黒℃色耕土　黒
②①に10YR4／6褐色シルト質埴壌土の混入した客土
⑨10Y鏑2／3黒褐色シルト質埴壌土（旧耕土床かア）
④10YR2／1黒色シルト質埴壌土（土器混入あり）
⑨10YR3／4暗褐色シルト質埴壌土

図25　39区実測図

ー39－

図30　48区実測図



写34　　45区西側より

写35　　46区東側より

写36　　47区東側より

写37　　48区西側より

写38　　39区東側より

写39　　40区東側より

第46区

試掘は第49区、第47区、第亜区、第46区と掘られたもので第45区同様の目的で試掘された調

査地である。現耕地45．057乃位置で、入り口の検出はできなかった。

第47区

第45区同様の目的で試掘された調査区である。現耕地面45．13プガ位置で、西宮衝南側溝状遺

構の方向づけを兼ねた試掘調査であった。ここでは溝状遺構の切れ目は兄い出せなかった。

－40一



43区実測図

島

第48区

第46区と同様の目的で試掘された調査地であ

る。現耕地面45．61甥の地域である。ちなみに
0

西宮衛東側溝に対して北側溝の角度は94角。南
○

側溝の角度は88角であった。溝幅は1．6〝Zから2

甥前後となっており、北側溝の切れ目は南北角

より67桝の位置にあり、南側溝の切れ目は東南

角より111甥の位置にあった。

北側溝に比べて南側溝は溝幅が狭く、溝のそ

ばに柱穴痕がみられなかった。

第43区

第16区、第18区、第32区の中央官衝溝状遺構

の関係から中央官衝溝状遺構の西南角を探知す

るために試掘された調査地である。ほ場整備事

業支線16号用水路を14号用水路から130甥入い

り、その位置より約30〝Z北側に位置し、現耕地

面海抜46．96〝Zの地点である。

】○

】

】

】

虻
ヨ

図32　　44区実測図

（力7．5YR2／2黒褐色耕土
（彰①に7．5YR5′／6明褐色ローム層
混入の二次客土

⑨②よりローム層混入の多い
一次客土

④5YRl．7／1黒色より5YR2／2
黒褐色へ

移行のシルト質埴壌土
（97．5YR5畑明褐色ローム層

－41－

第44区

は場整備事業の工法変化に共なって調査の必

要が生じた調査地である。2間×3間（4．8∽×

6．7∽）の建物跡を検出した。建物は建て替えが

実施されていた。
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第50区

は場整備事業支線4号道路が八頭高校グラウンドそばの国鉄因美線脇で支線10号道路と交わ

っている。その交点より更に70甥4号道路を北上した附近の現耕地面47．77刑の区域で、は場

整備事業工法の変化に共なって調査対象区となった調査地である。

この調査地は約10甥×約30甥の広さをもち、6個の落し穴遺構と4基の土墳墓、幅約60mで

長さ約97刀の溝状遺構（弥生中期壷、同賓出土）、人工的に約10mの落差を付けて削平した所

などが検出された。土墳墓は木棺直葬と思えた。70m×1．4招。70C7が1．7甥。75αが1．6プ刀。80C椚

×1．8プ形と測定された。

第51区

第50区と同じ理由で調査することになった調査地で、第50区の南側に位置し、現耕地面海抜

48．05プ刀と48．55甥及び48．567形に分けられている区域約8プ乃×70刑の範囲である。

この調査地より9個の落し穴漬構。11基の土墳墓。1〝プ×11〝7及び50C間×4．5刀ワと測れる二条

の溝状遺構（それぞれの溝には弥生中期の土器あり）。約20個の柱穴痕。弥生期以降の溝状遺

構。人工的に約5cmの落差を付けて削平した所などを検出している。土墳墓は40の×1甥。50

m×1桝。60C椚×1．2招。70C初×1甥（2基）。80mx1．57刀。90cmX1．5刑。1糟×2甥。1甥×

2．3甥。1．17乃×2．2プ形。1．1刑×2．7甥と測定できた。木棺墓外は1基のみとみられた。

第52区

第50区と同じ理由で調査することになった調査区。第51区の南側に位置し、現耕地面で海抜

48．78弼相当地187乃×65甥の範囲である。

この調査区では落し穴遺構11個。土墳墓8基。2条の溝状遺構。直径約7．5甥、深さ約2甥の

大穴遺構（瓦及び河原石大量に出土）。建物跡3棟。1棟は2問×4問（5プ形×8．7弼）で20‘潤

から30‘Ⅶ大の柱が使用され、正確な南向きである。他の1棟は3間×7問以上（7．8刑×21．5甥

－44－



D

図34　57、58区実測図

－45－

図35　60区実測図



以上）で、30‘澗大の柱を用い、向きは南向きで4西に傾き、柱間に間柱が使われていた。残りの
0

1棟は3間×16間（7．8椚×517乃）、東向きで4南に傾いている外すべて前記の建物と同じ。

第53区

この区も第50区と同じ理由で調査されることになった。第52区の南に位置し、支線4号、10

号道路の交点より約57可ヒ側、現耕地海抜48．937形の15乃ワ×60甥相当範囲である。

この調査区からは落し穴遺構6個。土墳墓6基。3条の溝状遺構。6枚分の建物跡などが検

出されている。2間×3間（4．2甥×5．5∽）、柱の太さ約20m、正角な東向き。2問×3間（3．9
0

弼×6椚）2枚、内1棟は柱の太さ約30m、東向き3両傾。外の1棟は柱の太さ20mから30の乃が
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

使用され、南向き6の西傾。3間×3間べ夕（6．4甥×6．5甥）、南向き3東傾。3間×3問（4．8甥

椚×5．3甥）、柱太約20m、南向きざ西傾。3間×3間（5甥×7．6甥）、柱太約馳乃、南向き60

西傾と建物跡は計6柱分となる。

第54区

は場整備事業支線4号道路と接する附近の支線10号道路を含め、北側に接する地域で、現耕
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図36　64、65区実測図

句

地面海抜48．35甥、48．41、

48．75甥を含めた10甥×53

甥の区域である。

第52区、第53区、第54

区は当地域耕地化の折、

相当削平したらしく、耕

土の直下は黄色の地山と

なっている。

この区域からの遺構は

落し穴遺構4個。土墳墓

2基。土墳墓であるかも

知れぬ溝状遺構6条。建

物跡2棟分であった。

建物は2間×4間（5．2

甥×7．97乃）、柱太約30の男

を使用し、正南向きのも

のと。3間×5間（5．8甥

×9．7甥）に前庇が付いて

8．7〝プ×9．7〝プ　となってい

る。柱太30cmから40m利
0

用の西向き2南傾の家屋

とであった。

第55区

第52区、第53区の西側に位置し、ほ場整備事業支線10号道路と支線5号道路との分岐点附近

で現耕地面海抜48．047形、14甥×35桝の区域である。
t

この区域からの遺構は、落し穴遺構5個。建物跡3棟分。古墳期住居祉3基分であった。

古墳期住居祉は、ほぼ方形と見られる4弼×5．5甥？のものと。4弼×4．5甥方形の上に4．5弼×4．5

甥の方形住居祉が重なったものとの計3基であった。建物跡は1間×2間（2．5甥×4．7プ乃）で柱

太30cmから20m、西南向き。2間×3間（4．6甥×7．67乃）柱太20G昭位を使用、正南向き。2間×
0

3間（4．6甥×6．2乃㍗）柱太約20cm、東南向き6南傾の3棟である。

第56区

第55区西隣に位置する現耕地面海抜47．717形の約650諺の区域で、落し穴5個。1間×2間

の建物跡2棟分。円に近い不完全方形（6．5甥×6．5甥）、古墳期住居祉1基が検出されている。
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図37　66区実測図

図38　69・70区実測図

－48－

第57区

第15区の北側現耕地面

海抜47．45桝の所に、約

457㌦におよんで、第15区

で検出された建物跡の大

きさ及び性質を知るため

に調査された試掘調査区

域である。この区域で建

て替えられた9個の柱穴

痕を確認できた。

第58区

第57区同様の理由で第

15区の南側現耕地面海抜

47．47甥の所を約587㌦に

わたって調査した試掘調

査地である。

この区域で相い重なる

5個の柱穴痕を検出。

第60区

第33区でみられた建物

跡が第15区等で検出され

た建物跡と相対関係にあ

るのか、又それに並ぶ別

棟の有無を調べる試掘調

査である。対応する棟と

判明したが、別棟なし。

第64区

西宮衛北側溝状遺構の

切れ目内部に相当する所

で、正殿に相当する建物

の存在を知るために調査

廉

も



写52　70区北端部東側より

された試掘調査区である。

この調査区から少量の柱穴痕らしいもの及び溝状遺構がみられたが、初期の目的不可能。

第65区

第64区同様の目的で調査された試掘調査区である。この調査区から西宮衝に関係すると思わ

れるものは何も発見できなかった。

第66区

第64区同様に官衡遺構検出のために調査された試掘調査区で、東西に走る連の溝状遺構の検

出のみで、柱穴痕の検出があっても官衝溝状遺構に対して平行な柱列痕とはならなかった。

第69区

第64区同様西宮衝北側溝状遺構の切れ目より、それに対応する建築物の有無調査のための試

掘調査区である。ここでも溝状遺構に平行な柱列痕を兄い出すことはできなかった。

第70区

第69区同様の目的で試掘範囲を拡げた処所である。角度的に官衝関係と考えられない2間×

6間の建物跡と。他に10個近い柱穴痕。不自然だが人工的と考えられぬ落ち込み2箇所。結局

西宮衝遺構の中央部分把握には至らなかった。
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第3節　縄　文　期　遺　構

0　　　　　1m

．　－　∴・ニニ＿
図40　25区南端縄文土器散布位置図

土器について

万代寺遺跡出土の縄文土器は第25区より中

津式の影響を受けたすり消し縄文の浅鉢と直

ぐ近くより福田KⅡ式系統の浅鉢を出土し、

第13区でも中津系？と思われる小片の出土を

見た。第9区から小片ではあるが晩期のもの

も出土されている。
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落し、穴遺構について

形状的に小動物を獲るための落し穴と見られる人工的落ち込みが、万代寺遺跡の内第2区3

基、第3区4基、第50区6基、第51区9基、第52区11基、第53区6基、第54区4基、第55区5

基、第56区5基と計53基の検出がなされた。

落ち込みは火山活動B．C6000年頃と云われる大山の火山灰土（黒ボク層）より掘り込まれ

ており、落ち込み土の色調は黒色又脱色された黒、茶褐色系と様々で年代幅が伺えた。どの落

ち込みよりも遺物は石片すら検出されず。感触としては火山活動終末期頃よりのものと思えた。

亀
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図41　　2区，3区所在の落し穴位置図
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図42　　50区～56区所在の落し穴位置図
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第4節　弥　生　期　遺　構

I　住居祉について

：6m＝蒜＝：＝J〉二∨）ヾY‾‾〇二三±皇日石芸≡≡≒

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

図43　　4区，6区所在の住居祉

図44　18区東端の住居祉

－52－

弥生期住居祉と考えられ

るものは2基検出されてい

る。1基は第4区、第6区

にまたがって検出され、他

の1基は第18区の東端より

検出された。

第4区、第6区にまたが

る住居祉は、直径約12刑、

溝幅約30cm、溝の深さ15～

20甜Zと測れた。溝添の内側

に約1プ乃間隔に柱穴が観察

され、溝より約1椚内側に

二重目の柱列があったかに

観察された。第18区の住居

祉は直径約2〝プ、柱痕は2

個しか検出できなかった。

も

事

劃

Ql
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範

図45　　50～54区土壌及び土墳墓図・

この項で取り上げる土壌は弥生期の溝状遺構も含んでいる。土壌及び土墳墓をあげると、第

8区に幅約80m、長さ7甥以上の溝状遺構と1弼×2甥の土溝状遺構。第9区に約70m×3〝プ

ー53－



以上の溝状遺構0第10区に約1甥×2甥、約1プ乃×4・5甥、約17形×7．5甥の土墳及び溝状遺構。

第13区に約1甥×2甥、50〔Ⅶ×2解の土境0第25区と第29区に五基の土墳墓。第50区に溝状遺

構と4基の土墳墓0第51区に2条の溝状遺構と11基の土墳墓。第52区に2条の溝状遺構と8基

の土墳墓0第53区に3条の土壌乃至溝状遺構と6基の土墳墓。第54区に6条の土壌乃至溝状遺

構と2基の土墳墓0等々と計22条の土壌乃至溝状遺構と36基の土墳墓が数えあげられる。他に

第28区の3基のどとき土墳墓は万代寺第3号墳築造前のものであり、方向性にとぼしく、集団

性を持っているので弥生期土壌墓と見られるが、発掘時の感触として他の弥生期の土墳墓に比

べて異質のものを感じ、弥生期とも古墳期のものとも判断できずにいるが、それを入れると計

39基以上（土墳墓と判断できず、単に土境として取りあげたものもある故）とも云える。

第8区、第9区、第10区、第13区で検出された8条の土塀乃至溝状遺構は耕地化時の削平状

況又掘り具合で浅深の差があっても全て底部がU字形をしており、遭物の出土状態は腐蝕土混

入と思える黒ボク土にまみれて河原石、石器片、土器片と不完全なものばかり、投げ捨てられ
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50～54区土墳墓写真
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写84　　50～54区にかける土墳墓等

たものを拾い上げるといった感じであった。これ等土壌乃至溝状遺構のある台地は住居祉の検

出わずかに2枚にすぎないが生活嘆の強いものを感じた。

小さな谷をへだてた第50－第56区の台地は土墳墓（主として木棺直葬土鳩墓）と多量に土器

を副葬した祭杷溝によって領められていた。削平度合が比較的少なく残りの良い第50区、第51

区の土壌墓と祭杷溝を見ていると一定の相関する規律乃至約束事があるように思えた。

先ず第50区を見ると東北に向って掘られた9甥の祭杷溝に対して北西側に3基の木棺直葬土

墳墓が直角に向いており、溝の反対側即ち南東側には溝に対して斜に向っている1基の木棺直

葬土墳墓がある。この形を先ず一つの形態としたとき、その埋葬集団の直ぐ南、第51区の埋葬

集団の形態は全く同一形態をなしていることに気付く。更に第51区の西側の埋葬集団の形状を

みると、祭杷溝の方位が変わり、溝と土墳墓の対応のしかたが直角から平行に変わっているも

のの基本的には変化がない。土地の高低から見ると高所に祭杷溝が掘られ、低所に数多の土墳

墓が見られ、降雨時の流水に洗われるのを予防されているかに思える。削平されていても第53

区、第54区に同じ形がみられ、ここでは祭杷溝が連なって周溝墓を思わせる形態がはのみえて

いる。周溝墓のはしりか？。祭杷溝の底部はⅤ字形に掘られていた。

ー56－
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第5節　古　墳　期　遺　構

。e

1♪

万代寺遺跡出土の土器類を整理していて気付いた事に縄文後期中葉頃の土器、次いで縄文晩

期と間が開き、其の後は弥生中期中葉まで出土品がなく、以降細々続いて、弥生後期後葉から
I

古墳期の極く初頭の土器がみられず。古墳中期末頃から後期の早い頃までが欠けていた。万代

寺遺跡地での生活者の盛衰が出土土器の量で計れるとするならば、弥生時代中期から中期末頃

までが最も栄え、次いで古墳時代初期から中期のはじめ頃でなかろうか。

I　住　’居　　祉

図46　12区所在住居祉

ー57－

図47　13区所在住居祉



図48　　33区所在住居祉

e

◎

図49　55区、56区所在住居祉

古墳期住居祉とみられるものは、第12区に1基、

第13区に2基、第33区に1基、第55区に3基、第56

区に1基の計8基である。

第12区の住居祉は住居祉の片角が調査地内に露呈

し、同伴土器とみられるものは土器番号129、130、

131で中期前葉のものと考えられる。

第13区は2基あり北側は1辺4甥を一寸越す位の正

方形に近いものと考えられる、同伴土器不明。もう

1基は4．5甥×4〝Z、4本柱、中央炉址あり、炉址より

の土器片中期前葉と見られた。

第33区の住居址は一辺約4甥方形、同伴土器不明。

第55区南の方は4〝1×5．5プ乃？で同伴土器不明。同区

には相い重なる2基の住居祉があり、旧は4甥×4．5

甥で同伴土器不明。新は4．5甥×4．5プ刀の4本柱で前期

中葉。第56区の住居祉は6．57乃×6．5〝Zの不完全方形、

4本柱、炉址あり、前期中葉。第11区には住居址に

連なると思える溝状遺構多く検出されている。

－58－
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専

甘　古墳及び土墳墓

万代寺遺跡より検出された古墳は第24・25区よりの万代寺2号境と、第27・28区よりの万代

寺3号境の2基である。他に第26区の西側に可能性があったことと、第13区から内面箆削りと

内面パケ目の異種円筒土埴片を数点採取したことから第13区近辺に中期古墳があったかも知れ

ぬと思われた。

万代寺2号墳は溝の掘り上げに失敗した可能性が強い。残したベルト壁面からも見当がつか

ない。現状なら中心を小円のAと置かねばならず、これだと玄室がつかみづらい。しかも石の

倒し方からみて不自然である。大円は掘る前に溝の外側とみた線で、中心はB、そうすると奥

行7甥、幅47刀の片柚、墓道部ともつながり、石の倒し方からみて自然である。

石の倒し方は、トはハに、へはロに、ホはイにあったらしい。チ、リ、ヌ、ルは外側を掘っ

て外側へ倒している。オ、ワ、カ、ヨ、夕は別に「リ」の後を掘って捨てたものと思われた。

以上のことから、227形級の円墳。玄室は奥行7甥、幅4桝の西側片柚。羨道約4甥。墓道は

調査地を測って17．57乃となる。

万代寺3号境も石組はくずされており、ィ、ロ、ハ、ホは内側へ倒され、二、へ、トは外側

へ倒されているらしい。規模としては、周溝よりみて18甥級、玄室幅約4甥、奥行不明である
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0　　　　　　　　3m

」＿＿＿」＿＿＿＿＿＿」＿＿　」

が、玄室幅約4関と云

う点から、ほぼ玄室の

大きさは2号墳に類似

しているものと考えら

れる。

ついでながら、万代

寺2号墳の真西1557形

の位置に万代寺1号増

が存在する。この古墳

は今嶋神社神殿脇の社

叢内にあり規模は22甥

級の円墳。昭和24年頃

副葬品が掘り出され、
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約3カ月後にガラス箱に納められて再び旧にもどされたらしい。その折に写した写真を見せて

頂いた所、刀一振、刀子3本、鉄鍍5本、金環2個、他にまだあったように記憶しているが、

不明。以上の副葬品の存在を写真で確認した。

万代寺2号境より金銅製刀鐸1、馬具2、鉄嫉1、須恵器片少々。万代寺3号境よりガラス

小玉4、馬具2、金環2、須恵器片少々等が出土している。

これ等3カ所の副葬品より、3ヶ所共ほぼ似通った時代に築造されたと思われる。

2基の古墳がこわされた時期であるが、3号境の墳丘内部に存在する室町期の木棺墓が、古

墳削平後に掘られたものと地層面から考えられた。室町期前の鎌倉、平安、奈良時代と考えね

ばならぬ。平安初期に万代寺官衝が他へ移動したとして、官衝跡に繁茂した樹木の成長度から

推して平安期半菓過ぎ、即ち10世紀に入って必ず一度耕地化が行なわれていなければならぬ。

その折とすれば2号境の南及び3号境との間にある穀倉と考えられる建物の説明が付かなく

なる。北官衛から奈良時代半莫過ぎ中央官衛や西宮衝に郡衝を移す時期に壊わしたのではなか

ろうか。さすれば3号墳脇で観察された旧来二度削平されたらしい形跡も、うなづける。

古墳時代の土墳墓と考えられるものは、第54区で1基、他に疑わしいもの1基。第24区西端

近くに杯枕の土墳墓1基。第25区に3基。第27区2基。第28区3基（これは弥生期のものとも

見られる）計7基乃至11基である。

この土墳墓の内、何等かの形で遺物の入っているものは第24区の杯枕土壌墓と第27区3号墳

溝に掘り込まれた須恵器琢枕土墳墓、更に第27区3号境港中に掘り込まれた土境に胴径約56弼

土器番号144番の須恵大壷があり、壷を棺として埋葬したと理解したが、これを入れて3基の

みである。古墳築造前の土墳墓は第25区北西角のものと第28区の3基の計4基である。
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第6節　奈良平安期遺構

I　各調査区別奈良，平安期遺構

〔第2区〕南向き東傾290　2間×1間以上（3．5プ乃×2．3甥以上）柱痕70m。

〔第3区〕東向き南傾150　2間×1間以上（3．87乃×37乃以上）角型柱痕、抜取り。

〔第5区〕西宮衝溝状遺構。

〔第6区〕西宮衝溝状遺構。溝の北側に柵列らしい柱列痕。

〔第7区】西宮衛溝状遺構。溝の北側に柵列又は建物跡南向き、3間（67乃）。

〔第8区〕西宮衝溝状遺構（溝に切れ目あり、北側通路）。別種西宮衛溝状遺構。

〔第9区〕建物らしき柱痕あれど不明、南向き西傾約100　3間（3．5甥）

〔第10区〕西宮衝溝状遺構。西向き南傾90　2間×11間（5甥×29．5甥）柱太約30m。東向き。

北傾90　2間×4間以上（4．3甥×8弼）柱痕80cm。

〔第11区］東向き南傾90　2問以上×6間べ夕（3甥以上×11．5甥）柱太約20C椚。

〔第13区〕南向き西傾901間以上×3間以上（2．2甥以上×4．5甥以上）柱痕約70C椚。南向き

西傾6．50　2間×3間以上（4．5甥×77乃以上）前庇付3間×3間以上（7∽×7〝プ以上）根痕約

1．2甥。中央官衝溝状遺構。溝状遺構切れ目。柵列（柱5本、柱痕80C椚）。正殿、南向き東

傾6．50　2間×7間（約6甥×20．5甥）両庇付4間×7間（11．8プ乃×20．57乃）柱痕1．7甥。

庇下水切り跡あり。

〔第14区・第15区〕西向き南傾6．50　2間×11間（約5．5〝ZX約30劣り）柱痕約1甥。

〔第16区〕柵列。中央官衛溝状遺構。

〔第18区〕中央官衝南側柵列、南向き東傾6．50。中央官衡溝状遺構。

〔第24区〕南向き西傾130　4間×4間べ夕（7．6〝プ×7．1甥）柱痕30m。南向き西傾4。4間×4

間べ夕（約11．1甥×8．9甥）柱痕約25C椚。

〔第25区〕東向き南傾6．503間以上×4間（8．1甥以上×8．3∽）柱痕約25m。東向き北傾30

2間以上×3間（3．6プ乃以上×5．6〃7）柱痕約20m。

〔第32区〕中央官衛溝状遺構。

〔第33区〕柵列。東向き北傾6．50　2間×11間と考えられる（約5．5甥×約30〝2と考えられる）

柱痕径約1．5プ刀。南向き東傾90　3間×不明（約6甥×不明）柱痕径50m。

〔第34的東向き北傾801間以上×3間べ夕（2．3甥以上×6．2∽）柱痕径約50cm。

〔第35区〕西宮衛溝状遺構。

し第36区〕西宮衝溝状遺構。

〔第37区〕西宮衝溝状遺構。

〔第38区〕中央官衛溝状遺構。
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図54　建物遺構配置図
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図55　西宮衛遺構
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図56　中央官衝遺構
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〔第41区〕西宮衝溝状遺構。西向き？南傾90柵乃至建物4間（8プ乃）柱痕径70m。

〔第42区〕西宮衝溝状遺構。

〔第43区〕中央官衛溝状遺構。

〔第亜区〕南向き東傾90　2間×3間（4．8甥×6．77乃）柱痕約径1甥。

〔第45区〕西宮衛溝状遺構。溝状遺構に切れ目あり。

〔第46区、第47区、第48区、第49区〕西宮衛溝状遺構。

〔第52区〕南向き西傾40　3間×7間以上（7．8〝1×21．5〝1以上）柱太30cm、間柱あり。東向き

南傾40　3間×16間（7．8〝プ×51∽）柱太30C椚、間柱あり。南向2間×4間（5〝ZX8．7甥）柱太

20C肝－20C研。

〔第53区〕東向き2間×3間（4．2甥×5．5〝プ）柱太20m。東向き南傾30　2間×3問（3．9甥×6

甥）柱太30m。南向き西傾60　2間×3間（3．9プ乃×6甥）柱太20～30m。南向き東傾30　3間

×3間べ夕（6．4プ乃×6．5甥）。南向き西傾60　3間×3間（5甥×7．6∽）柱太約30C椚。

南向き西傾60　3間×3間（4．8∽×5．3弼）柱太約20珊。

〔第54区〕南向き2間×3間（5．2椚×7．9甥）柱太30m。西向き南傾20　3間×5間（5．8〝プ×9．7

甥、前庇付で4間×5間（8．7甥×9．7甥）柱太30の乃～40m

〔第55区〕南向き　2間×3問（4．6椚×7．6甥）柱太20m。東向き南傾60　2聞×3間（4．6甥×

6．27乃）柱太約20cm。

〔第57区・第58区〕第15区に同じ。

〔第59区〕第13区に同じ。

〔第60区〕第33区に同じ。

〔第61区〕第10区に同じ。西向き南傾90？3間の柵乃至建物址（約6〝1）。

〔第62区〕西向き南傾90　2間×5間（5甥×9．3甥）柱痕約1甥。西向き南傾90？4間の柵乃

至建物址（約8甥）柱痕径60の乃。西向き南傾90？4間（約7．5甥）柵乃至建物址。

〔第63区〕西向き南傾90　2間×6間（約6．5名㍗×18∽）これは第10区、第61区、第41区、第62

区等でみられる建物乃至柵と考えられる建造物の線上にあり、位置的に約1甥西側を探ぐる

べきであった。この建築物は柵乃至他の建物と考えるべきか。ここには幅5甥の建物が西側

に出て来ると思われる。疑問の残る区域である。

〔第64区・第66区、第67区、第68区〕西宮衝溝状遺構。

〔第69区〕東向き南傾160？2問×1間以上（3甥×1．5甥以上）柱痕60C恥

〔第70区〕南向き西傾120　2間×6間（3．5甥×11．2弼）柱痕約50m。

ヽ

Ⅱ　西宮街遺構

西宮衛遺構の基線をなしているのは、南北に走る周溝（東側溝）である。北へ向って166桝、

頭を90西に傾けている。西宮衝に属する建物等この90が基線となっている。溝幅は削平度に
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よって異なり、南側で約1．6甥、北側で約2甥である。

東側溝の北端から延びる北側溝は、直角より40広がり940の角度で西に進み、6物位置に約

3・5研幅の切れ目が見られる。北出入口らしい。更に957乃進んでも西側溝には至らなかった。そ

こで第39区、第40区の試掘を行い更に約10弼先を調査したが西側溝は見当らず、北側溝は175

∽以上に及んでいることがわかった。

正確な東～西の溝が第68、5、66、64区に見られる。第61区に見られないのでそれまでに折

れているのであろう。第8区でみられる東側溝に平行な溝が、北側溝東端より32．5甥位置で合

流しているところから、この南～北溝と合流するのではなかろうか。

南側溝は東側溝より880の角度で延び、111甥の位置に約3．5甥の切れ目が見られた。おそ

らく正面入口に相当するものと思われる。

附属建物は、10区、61区、62区、63区、44区に見られる90の角度を有する建築物であろう。

第13区北端に見られる建物が90の角度である。離れているが時期的に同時期のものであろう。

Ⅱ　中央官衝遺構

中央官衛遺構は6．50角が基線をなしている。

南北に走る東側溝及び西側溝は、西宮衛東側溝に平行で北へ進んで90西へ頑を傾けている。そ

れぞれ98甥である。98関の正方形、その東南角を平行に北へ2．5甥押し上げた形となっている。

そのため南側溝及び北側溝は98甥あっても幅が少々狭められている。この為に南北の軸線に対

して、南側溝及び北側溝は6．50の角度となっている。

北側溝西端より約41．5甥の位置に溝の切れ目があり、北出入口の様相を示している。

柵列は、それぞれ所属溝に対し約1〝1間隔で平行に走っている。

中央官衛所属の建物、正殿、両脇殿、北側溝北側の後殿にしても北側溝に平行、即ち軸線に

対して6．50の角度で平行乃至直角に対応している。東西南北の軸線に対して60の角度をもつ

第53区の3棟及び第55区の1棟は中央官衝と同時代の建築物なのであろうか。

Ⅳ　北官衝遺構
0

北官衝遺構としては第52区、第53区、第54区で検出された軸線に対して4の角度をもつ2棟

の建築物である。凡そらくコの字の口を南に向けた形に建て物はたっていたものと推察される。

正殿とおぼしき建て物の全容は判らぬが、西脇殿とおぼしい建て物から類推して相当巨大な

建築物と考えられる。．3間×16間で、それぞれの柱の間には間柱が入り、補強されているとは

いえ、建築技術の高度さにはおどろかされる。中央官衛、西宮衛に見られる建て替え、それが

この北官衝でも行なわれていたらしい形跡が見えぬでもないが、間柱は全て掘り直しの形跡が

なかった。ことによれば建築途中で十本近くの柱の建て直しがあったのかも知れぬ。この北官

衝には昭和56年度の試掘調査を参照にしても溝状遺構らしいものが検出されていない。
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第7節　鎌倉期以降の遺構

鎌倉期以降の遺構として、あげられるものに第27区に見られる灯明皿遺構（室町期埋葬施設）

と同じく第27区万代寺3号墳周溝中に掘り込まれた河原石の敷かれた落ち込みで、室町期埋施

設のこわされたものと推理している。他にそれらしきものは、第1区にみられる根太石を置き、

その上に家屋を建てるようになった頃の屋敷跡と見られる落ち込みだけであった。
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第4章　遺　物　に　つ　い　て

第1節　遣　物　写　真

撃一二一
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（1）縄文土器、浅鉢。
第5区出土。中津形式の影響きわ

めて強い。
（2）縄文土器、浅鉢。
第25区出土。福田K3形式の影警

を受けている。
（3）縄文土器（1，2）破片。
（4）縄文土器、浅鉢。
第9区P周辺より出土。口径推定

45cm。

（5）弥生土器、壷。

第51区溝1、3群Bグループ出土。
口縁部欠損。胴径33．3C叫。首部に
5条の凹線あり、胴に斜切込み2
列の沈線文あり。胴より上部刷毛

目、胴より下部箆磨き調整。
（6）弥生土器、壷。
第54区、土壌5出土。

胴径30cm。口綾部に3条の凹線、
5箇所に4個宛の円形浮文。首部
に8条の凹線。肩部刷毛目、胴は
箆磨き調整。

（7）弥生土器、轟。
第51区、渚1、土器群6出土。
器高14．5cm、口径10．5cm、胴径12．
2C恥　口廟に刻み目、胴に縦列4

点利点文。底部は糸底状に削られ
ている。
（8）弥生土器、窺。
第51区、土塊1出土。

胴径21．5cm、底部径6．5cm。
胴より上部刷毛目、胴より下部刷
毛目後箆磨き調整。
（9）弥生土器、窺。
第10区D土塊土出。

口径24．5CⅡI、胴径27．5cm。
胴を縦列4点利点文がめぐる。全

体刷毛目調整。



（10）弥生土器、頚。
第52区土壌7A出土。

器高29．8cm、口径1む血、胴径21．3
cm。口縁部箆刻み目、底部に箆切
り痕あり。全体に刷毛目調整。
（11）弥生土器、窺。

第51区溝1、土器群1－C出土。
器高25．3C皿、口径16cm、胴径19．3

cm。叩き状横刷毛後撫で消し、胴
より下部縦箆磨き。底部に板目痕。
（12）弥生土器、象，

第51区溝1、土器群4－A出土。
器高17cm、口径17cm、胴径2む血。
頸部より胴にかけ3段の縦刷毛目
痕、胴下部より下方は縦箆磨き。
摘　弥生土器、窺。

第53区土壌1出土。
器高23．8CⅢ、口径14cm、胴径17．8
cm。頸部より胴上部に縦刷毛目、

胴上部より底にかけ従貸磨き。
（14）弥生土器、嚢

第52区溝2中央部出土。
器高28．8cm、口径14．5cm、胴径19
cm。頚部より胴上部に縦刷毛目、

胴上部より底にかけ縦箆磨き。
（咽　弥生土器、窺。
第50区溝1中央部出土。
口径13．3cm、胴径16，4cm。頸部よ

り胴にかけ粗い横刷毛目、胴下部
より細かい縦刷毛目。
（咽　弥生土器、要。

第51区溝1、土器群A出土。
器高約28．7cm、口径16．3cm、胴径
22．5cm。左右不均衡。頸部より胴

16　横刷毛後縦刷毛目、胴より下部は
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縦箆磨き。致部穿穴あり。内面蓬
磨き、漆を入れた痕跡あり。
（17）弥生土器、嚢。
第51区出土。

器高15．7cm、口径11cm、胴径14．4
C血。全体を二段に縦箆磨き。
摘　弥生土器、要

第51区溝1、1群B出土。
器高30．9cm。口径15．5cm。胴径霊．
5cm。全体に縦刷毛目後、肩部横

撫で、胴より下部は縦鍾磨き。
（1功　弥生土器、塵。
第53区土壌3出土。器高約30．5cm

口径17cm、胴径2む血。左右不均衡。

頸部より胴刷毛目、胴より箆磨き。
帥　弥生土器、嚢。
第53区溝2。

器高29．8cm、口径1駈血、胴径20．4
C恥左右不均衡、頸部横撫で、肩

21　より胴縦刷毛目、胴より縦箆磨き



錮　弥生土器、意。左右不均衡。
第51区清1、土器群5出土。

器高27cm、口径16．5cm、胴径20．1
cm。頚部より胴縦櫛目、胴より下
部は縦櫛目後縦箆磨き。
佗2）弥生土器、意。左右不均衡。
第53区溝2南部出土。器高約26cm、

口径13．2cm、胴径19．8cm。頸部よ
り胴縦櫛日、以下櫛目後縦箆磨き。

24　個　弥生土器、窺

第51区溝1、1群B出土。
器高32．7cm、ロ抹19．3C血、胴径25．
1cm。

餌　弥生土器、意。

第53区土壌1出土。器高32．5cm。
口径18．6C血、胴径23．8cm。
但5）弥生土器、魂
第51区清1、土器群3－D出土。

器高13．3cm、口径9．7cm、胴径11．1
cm、左右不均衡。
弥生土器、窺。

第54区土塊5出土。器高28．4cm、
口径15．2cm、胴径約21cm。
（27）弥生土器、嚢。
第54区土壌3出土。器高16C血、口

径10．5cm、胴径13cm。整形後、底
部の糸底をつまみ出した痕跡あり。
幽　弥生土器、壷。

第51区溝1、土器群3－A出土。
器高32．5C皿、口径10．5C皿、胴径訂．
2cm。内面胴中に爪痕あり。
伽）弥生土器、謹。

第53区土壌2出土。器高約23．8cm、
口径14cm、胴径18．2C恥　口縁部に
1条の凹線が入っている。

榊　弥生土器、小窺。
第8区溝D出土。器高8．1C皿、口
径4．1cm、胴径8cm。卵塾の器形
をして、擾磨きの痕跡あり。
剛　弥生土器、小轟。

31　第10区N土壌出土。器高9・9cm。
口径7．8cIn、胴径8．5cm。
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㈹　弥生土器、彙形土器口縁部。
第8区出土。口径1鮎皿。斜櫛目調
整。4点刺突文あり。

姻　弥生土器、壷口縁部。
第8区K土塊出土。口径20cm。口
綾部水平以上に広がって逆にそっ
ている。口端部員数圧痕文あり。

糾　弥生土器、壷口縁部。
第8区K土壌出土。口径20cm。口
綾部水平に近く広がる。



鯛　弥生土器、壷口縁部。
第8区N土壌出土。口径20cm、口
縁部水平に広がる。ロ縁部箆切り
斜線文あり。頸部には凹線文を入
れ、その両脇に凸帯を付し、刻み

目を入れて山型にしている。
（咽　弥生土器、壷口縁部。
36　第8区0出土。口径16．8。m。ロ縁

部広がって水平を過ぎる位。内外
共に赤色菰料塗布。
帥　弥生土器、壷口縁部。

第6区南溝出土。口径19cm。口綾
部水平以上に広がる。頸下端に凸
帯、肩下部に2条の櫛目波状文。
㈹　弥生土器、壷口縁部。

第13区按）土壌出土。口径20．5cm。
口縁部水平を過ぎる位に広がる。
口端部にへラを斜に押した庄痕文。
頸部下端に3条の凹線を入れ、2
条の凸帯状文を作り、へラの庄痕

文を付す。口縁部内面に3点の刺
突文あり。
鋤　弥生土器、壷口縁部。
第26区出土。口径1艶恥頚部に5

条の凸帯あり、箆で割り付け、押
えて山形状にしている。頸下端に
10条の櫛描波状文あり。

40　如）弥生土器、壷口縁部。
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第9区土壌f周辺出土。口径24cm。
口縁部水平に近く広がる。口頚部
に格子目文。頚部には凸帯をめぐ
らし箆で割り付けた山形文あり。
如）弥生土器、東口縁部。

第13区イ土壌出土。口径23．7cm。
わずかに水平を越す程広がる口縁
部。口端部に箆切り斜格子文。頸
下部に3条の凹線を入れ、2条の

凸帯状を作り箆で刻み目を入れて
いる。
㈹　弥生土器、壷口綾部。

第13区イ土壌出土。口径26．5C皿。
水平を過ぎる位に広がる口縁部。
口端部には概括山型文帯あり。頸
下端に1条の凸帯を付し、箆にて

刻み目をつけている。口縁内部に
は櫛描きの円とそれに接する波状
文が描かれている。
舶）土師器、甑器（鉢形土器）。

第54区土壌2出土。口径33．4C恥
口縁下稀より頸部は刷毛目の上を
撫でており、指圧痕多く、その楷
圧痕中刷毛目が残る。頸下端より

縦刷毛目調整。



㈹　弥生土器、壷口縁部。
第8区N土壌（K土壌？）出土。
口径20cm。水平に広がる口縁部。
ロ端部斜の切り込みあ・り。口縁部
内側に3条の平行凸帯を付し、刻

み目を入れて山型状にしている。
㈹　弥生土器、東口縁部。
第．8区N土壌出土。口径26．2cm。
水平に広がるロ縁部。ロ端部に櫛

措波状文。口縁より頸部に至る内
側に2条の波状文があり、その波

状文と波状文の間に相接する大型
波状文が描かれている。
㈹　弥生土器、探鉢型土器。
第10区N土壌出土。器高13・7cm。
口径1km、底径1鮎皿。上部より横

刷毛目、縦櫛目、縦箆削り。胴中
に斜に櫛を立てた刺突文あり。

50　的　弥生土器、壷口縁部。
第8区K土壌出土。口径11cm。頚

部に3条の凸帯あり、箆にて切り
込みが入れてある。

㈲　弥生土器、器種不明。
第51区P－5出土。口径9．5cm。
円筒形にて6．5′－4mm　と薄手。表
面は刷毛目の後撫で消している。

輌　弥生土器、筒型土器。．
2　　第13区口土壌出土。器高16．3C皿。
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口径8．6cm、底径6．5cm。全体に
縦箆磨き。口縁部外縁に2mm幅の
刻み目あり、底部はやや凹凸ある

横撫で、表面と内部上方半分に赤
色顔料塗布の痕跡あり。
剛　土師器、。
第55区土1出土。器高4．8cm、

口径11C血。椀型で外面赤色顔料塗
布の痕跡あり。
糊　土師器、鉢型土器。
第6区出土。器高8．4cm。口径8・4

cm、胴径16．4cm。胴中まで縦刷毛
目、胴下部より刷毛目方向定まら
ず、共に多方向への撫であり。
瞞　弥生土器、窺口縁部。

第13区イ土塊出土。口径27・3cm、
肩の張りの少ない土器。

醐　土師器、、ソクネ土器。
第8区K土壌出土。弥生式土器と
同伴。器高約2．6cm。口径2・6cm、

最大幅3．5cm。小型酒杯状土器。
底部は中央が凹んで糸底状。胴に
かすかに箆痕あり。
郎）弥生土器、應口縁部。

第誠区溝2中央部出土。口径15．5
cm、胴径18．6cm。



梱　弥生土器、痍口縁部。
第51区溝1、土器群7出土。口径
15．1cm、胴径ほほ2lc皿。
岡　弥生土器、轟口縁部。

第13区口土壌出土。口径35．2cm、
胴径35．8cm。胴に3点縦列刺突文
帯あり。

60　幽　弥生土器、應口縁軋

第13区の士魂出土。口径28．7cm、
胴径36．4cm。胴に3点縦列刺突文
帯あり。

佑功　弥生土器、意口縁部。
第14区E士境出土。口径18．2cm、

胴径21．6cm、胴に刺突文帯あり。
鋤　弥生土器、尭口綾部。

62　　第8区土鳩出土。口径28．8C血。
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剛　弥生土器、窺口縁部。
第13区イ土壌出土。口径26．4cm、
胴径はぽ32cm。

胞2）弥生土器、轟口縁部。
第13区的土壌出土。口径23．7C叫
胴径はほ32cm。

㈹　弥生土器、窺？底部。
第13区イ土壌出土。底径17cm。底
部はぼ平らで厚さ2C【n。底部立ち
上り約70度。

糾　弥生土器、。産？底部。
第14区E土壌上部出土。底径10cm、
底部立ち上り約50度。底部穿孔な
のか中央部欠。底より11cm位まで

は縦箆磨き、それより上は斜の箆
磨き。内部底近くは縦箆削り、そ
の上部は縦撫で。
鵬　弥生土器、壷？底部。

第13区チ穴出土。底径10cm。底は
平で約6mmの厚さ。底に近く箆磨
き痕が見られる。
仰　弥生土器、要？底部。

第10区D土壌出土。底径＆皿。底
部立ち上り約60鼠　底の厚さ1．8
cm。縦刷毛目。内面底部に近く撫

でが見られ、他は縦刷毛目。

蜘　弥生土器、．嚢？底部。
第13区イ土壌出土。底径9．5cm。
底部立ち上り約60度。底の厚さ約
1．2cm。底より約2C血の間は立ち

上りが垂直から80度で不均衡。
㈹　弥生土器、壷？底部。
第13区P－チ出土。底径7．7cm。
底部立ち上り約55度。底の厚さl

c皿。底の中央部で約2mmの浮き上
りあり。外面縦箆磨き。内面整形
痕不明。



㈹　弥生土器、要？底部。
第53区構中央部出土。底径6cm。

底部立ち上り約60度。底の厚さ8
m恥底面水平に撫で。縦刷毛目の
上を縦箋磨き、底部に近くは縦撫
で。内面斜方向ひ刷毛目、底部近

くは箆削り後、横方向への撫で。
咽　弥生土器、窺？底部。
第13区口土壌出土。底径5．5cm。
底部立ち上り約60度。底の厚さ9

mm。底中央浮き上り約2mm。
仔4）弥生土器、窺？底部。
第13区口土壌出土。底径5．2cm。
底部立ち上り約60度。底の厚さ9

m恥底中央浮き上り約2mm。
㈹　弥生土器、窺？底部。
第13区イ土壌出土。底径4．4cm。

底部立ち上り約60度。底の厚さ6
mm。底中央浮き上り約2mm。箆縦
磨き。内面箆削り後撫で。漆を入
れていた痕跡あり。

㈹　弥生土器、壷？底部。
第13区朗土塊出土。底径5．5C恥底
部立ち上り約55度。底の厚さ5mも

庇中央浮き上り2m恥縦箆磨き。
内面箆磨きの痕跡あり。
㈹　弥生土器、窺？底部。
第13区P－K出土。底径5．5C皿。
底部立ち上り約60度。底の厚さ約

6m。底面水平。底部まで縦箆磨
き。内面整形痕不明。
㈹　弥生土器、壷？底部。
第14区E土壌出土。底径7．6cm。

底部立ち上り55度。底の厚さ約9
mm。底面水平。縦擾磨き、底部に
近く指圧痕あり。内面縦刷毛目。
伽）弥生土器、嚢？底部。

77　第50区満1北側出土。底径6，5cm。
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底部立ち上り約60度。底の厚さ1
cm。底面水平。縦刷毛目後縦箆磨
き、所々に横撫で痕あり。内面底

部より上方に向っての箆削り。
幽　弥生土器、壷？底部。
第34区南出土。底径6．8cm。底部
立ち上り約50度。底の厚さ均等で
なく約6mm。箆斜磨きの痕あり。
内面箆削り、刷毛目の後に撫でが
見られる。

（81）弥生土器、要？底部。
第9区土境P出土。底径10．5cm。

底部立ち上り約60度。内面立ち上
り約50度。細砂で緻密な胎土。



㈱　弥生土器、壷？底部。
第13区口土壌出土。底径5．8cID。
底部立ち上り約42度。底の厚さ8

m。底面水平これは回転台にうつ
ぶせに乗せて右回転させながら、
刷毛で平に調整したと思える痕あ

り。箆縦磨き、所々に指圧痕あり。
内面箆磨き。
幽　弥生土器、壷？底部。
第糾区南出土。底径10C皿。底部立

ち上り約47度。底の厚さ1C恥底
中央浮き上り約1．5血皿。縦箆磨き。
内面箆削り。

糾　弥生土器、壷？底部。
第8区K土壌出土。底径7．4cm。
底部立ち上り約47度。底の厚さ約
1．1cm。底中央で約1mmの浮き上

り。胴径47．4cm。胴横箆磨き、胴
下部より縦箆磨き。
鵬　弥生土器、要？底部。
第8区K土壌出土。底部5．5C血。
底部立ち上り約65度。底の厚さ約

2mmと非常に薄い。
研　弥生土器、台付壷？底蜘部。
第52区土壌南東部出土。蜘径9．5
cm。壷底に相当する所は、しぼり
込んで円板状の底をはり付けたも

のと思える。しぼり込み凹部に凸
帯を付け、蓬で切れ目を入れ、山
型にしている。凸帯上部は縦箆磨

き、凸帯下部は刷毛目、勒底に近
く横撫で。蜘内面は横撫で。

幽　弥生土器、高杯杯部。
第13区口土壌出土。口径24．5C皿。

杯身深さ約11cm。杯底は円板はり
付け。口縁部3．3cmの幅で水平に
まで直角に折り曲げている。

91㈱　弥生土器、高塔休部。
第8区K土壌出土。口径29．5cm。
柿身の深さ約11cm。口縁部2．7C皿
の幅を有し杯身やや内転した位置

より約90度の角度で広がる。
佃　弥生土器、高峰休部。
第13区P－チ出土。口径23．5cm。
杯身の深さ約10cm。口縁部3cmの

92　　幅を有し、杯身部約75度の角度で
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広がってきた位置より水平に折り
曲げている。

机　弥生土器、高坪休部。
第13区口土壌出土。口径28．4cm。
ロ縁部で状をなし、浅鉢状に下方
はすぼまる。口端部に細かな刻み

目あり、横箆磨き、内面は箆磨き
の上から撫でがみられる。



但2）土師器、高杯師部。
第55区第4竪穴住居跡出土。口径
2誌皿、横方向の箋磨き、内面研磨

痕あれど何によるものか不明。
（93）土師器、高峰杯部。
第55区第3竪穴住居跡出土。口径
1＆血、口縁近くは横撫で、以下縦

刷毛目、内面縦攫磨き。
糾　弥生土器、高塚脚部。
第14区E土壌出土。脚底径13．5cm。

幽　弥生土器、高峰杯底及脚部。
第13区口土壌出土。脚高約10cm、
蜘底径10．8cm、縦刷毛目。蜘底周
辺に箆による刻み目あり。

幽　弥生土器、高峰脚部。
第10区N士墟出土。脚高11cm。底
径15CⅢ。直径5．2C血に絞られた脚
は裾を広げて上向へ反っている。

（97）弥生土器、高峰脚部。
第13区イ土壌出土。胸高11cm。脚
底径14cm。脚最細部径5cm。杯底

は円板充填で、それは禾検出。
（98）土師器、円筒土埴片。
第11区イ溝出土。内外面刷毛目。

醐　土師器、円筒土埴片。
第13区P－r出土。内外面共に刷

00　　毛日。他に13区より1点。11区×
土壌より1点。11区S穴より2点
の計4点内外面共に刷毛目の土埴

片の出土をみた。
00ゆ　土師器、円筒土埴片。
第11区ホ土壌出土。推定直径36．5
cm。刷毛目調整後凸帯を付け、凸

帯上下を撫でている。内面には箆
削り跡あり。

（咄土師器、器台。
第11区イ溝イ～へ間出土。器高的

102　14．9cm。口径28．7C血。腹径14．5cm。
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底径26cm。

（1ゆ土師器、壷口縁部。
第11区イ溝へ出土。口径18．5cm。

横撫で。内面複合口綾部横撫で、
以下頚部まで箆磨き、頸部横刷毛
目、その下部に指圧痕あり、頸下
部より肩にかけて箆削り。

¢叫土師器、壷口縁部。
第55区第4竪穴住居跡出土。口径

18．5cm。頸部径10．4cm。胴径26．3
cm。するどく突き出した複合口縁

接合部を有する。

Oの土師器、窺口縁部。
第7区満D出土。口径42．6cm。横
撫で調整。内面刷毛目調整後横撫

で調整。



0叫　土師器、窺？口綾部
第10区P－E出土。口径推定3駈恥
櫛措きらしい条痕あり。

0叫　土師器、嚢口綾部。
第55区第4竪穴住居跡南東出土。
口径14．5cm。少々内傾した複合口

縁を有する。
0ゆ　土師器、窺口縁部。

108　　第11区P－H出土。口径15・7cm。
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（叫　土師器、窺口緑部。
第11区P一斑出土。口径16．8cm。
垂直に立ち上る複合口縁部、シャ
ープな接合部を有する。

（叫土師器、高蹄杯部。
第4区溝D出土。上不径16cm。外面
整形痕不明、内面横箆磨き。

（噛土師器、高峰。
第53区土壌2出土。器高12．2C恥
杯径19．2cm。杯深3．9C恥　脚細部
径2．5叫。脚底径10．1C恥塔身縦

刷毛目、胸部整形痕不明。
（1ゆ　土師器、低脚杯。
第32区柱穴出土。脚底径8．8cm。
脚細部径3．7CⅡb：杯身縦刷毛目。
脚部横撫で、内面塔身縦壌磨き。

（11の　土師器、杯。
第52区土壌1出土。器高4cm。口
径19cm。横撫で、その上を同方向

への箆磨き。内面横撫で調整。
0ゆ　土師器、塔。
第52区東建物柱穴20出土。器高約
5．4cm。口径15．8cm。内面暗文後
横撫でが見られる。

（ゆ　土師器、妬。
第11区出土。口径14叫。横撫で調
整。粒砂混入粗い胎土使用。

（叫　土師器、杯。
第4区P－C出土。器高5cm。口
径10叫。丁度半球状をなし、内外
面共に刷毛目調整。

（119　土師器、甑（取手）。
第13区（リ）溝出土。
伽の土師器、甑？
第16区D溝出土。推定口径27cm。

斜乃至縦刷毛目、口縁部近辺は刷
毛目の上を横撫で。内面は刷毛目
後撫で調整が見受けられる。
（田）土師器、高杯脚。

第2区出土。直径4．1cm。脚片約
6．5C皿。上より下まで同一太さ。

表面に刷毛目調整痕あり。

録の　土師器、低蜘塔。

第11区イ溝イノーへ間出土。器高約

13．3cm。口径9cm。蜘径4．5cm。
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02参　弥生土器、不明。
第10区N土壌出土。乳首状土器。
乳首最大径2C皿。長さ2．8cm。内
部凹状で高妬む杯底かと思える。

（12の　土師器、亀，
第11区イ構出土。口径10．1cm。胴
径118cm。細砂混入しやや粗い胎
土。磨耗のため調整痕不明。

0吟　土師器、壷。
第11区イ溝イ出土。器高7．6cm。
口径9．3cm。胴径8．7C皿。口縁部

横刷毛目、頸部横撫で、肩より底
部にかけ多方向刷毛目。内面口綾
部撫で、頸部以下箆削り調整。
Oの　土師器、壷。

第11区ホ土壌出土。器高9．4C皿。
口径10．5cm。胴径1飴皿。口縁部か
ら胴下部まで横撫で、以下箆削り

調整。
（の　弥生土器、窺。
第54区土壌7出土。器高8．9cm。

口径8cm。胴径9．9cm。小型塵。
口端部より胴上部横撫で、胴上部
より以下攫磨き調整。

細）土師器、壷。
第13区ト満出土。器高11cm。口径
12．7cm。胴径12．8cm。全体に不均
衡、ロ縁部は波をうち厚みも一定
ではない。刷毛目調整。

02の土師器、壷。
第12区G出土。器高18cm。　口径
11．5C皿。胴径15．4cm。胴上部まで

横撫で。胴より下方は多方向刷毛
目調整。
¢叫　土師器、壷。
第12区G出土。口径13cm。胴径26

cm。ロ縁部より頸部まで横撫で、
頚部より肩部まで縦刷毛目の上を
横撫で、肩部以下は縦、横の刷毛
目調整。
¢乱）土師器、壷。
第12区G出土。器高27．6C皿。口径

15．5cm。胴径26．5cm。頚部下端ま
で横撫で以下多方向刷毛目調整。
（嘲土師器、直口壷。
第55区土壌1出土。器高15．8cm。
口径9．8C血。胴径12．8cm。口喘部

横撫で以下縦、横の刷毛目調整。
（嘩）土師器、壷。
第33区土城2出土。器高8．6CⅡl。

口径7cm。胴径8．6cm。頸部横撫で
胴部斜刷毛目の後に横撫で調整。
内面、口縁部から底にかけ横撫で
調整。腹部に指圧痕が見られる。
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（1叫　弥生土器、窺口綾部。
第51区清1、土器群2出土。口径

10．2cm。推定胴径14．2cm。頸部に
径4血血の穿孔あり。頚部に刻み目
がある。頸部下瑞まで横撫で、肩

以下縦刷毛目後箆磨き調整。
（135）弥生土器、壷。
第10区N土壌出土。口径16．2cm。
胴径30．3C恥頚部まで横撫で、胴

上部まで縦方向刷毛目、胴以下横
方向箆磨き調整。
0均　土師器、壷。
第13区P－D出土。口径13cm。胴

径16cm。頸部下瑞まで横撫で、以
下刷毛目調整。
（1訂）土師器、要（甑？）。
第13区（埼溝出土。口径21cm。

胴径25．1cm。頚部まで横撫で、以
下縦方向刷毛目、胴下部に横方向
刷毛目調整痕も見受けられる。
（1め　土師器、壷。

第12区G出土。頸部局細部11．4cm
胴径26．2cm。主として横刷毛日、
斜方向刷毛目調整痕もある。
（1均　土師器、轟（甑？）。

第11区土壌出土。口径23．5cm。ロ
綾部より頸部は横撫で、以下縦方
向刷毛目調整。頸部より上方に煤
の附着がみとめられる。

0ゆ　土師器、窺（衡？）。
第52区土壌8下部出土。口径23．3
cm。口縁部より縦方向刷毛目、胴
に斜方向刷毛目調整痕も見受けら
れる。頚部に指圧痕あり。肩部よ

り上方に煤の附着が見られる。
（叫土師器、甑（鉢形土器）。
第1区A出土。口径30．2cm。胴径
28．2cm。刷毛目調整痕あり。

042）須恵器、壷。
第24区土城出土。口径21．5C恥　2
条の凹線が入る。頸部下端まで横
撫で、肩上部より平行叩き痕。内

面頸部まで構撫で、以下は青海波
叩き根、撫で消しも見られる。
¢ゆ　須恵器、壷。
第25区1地点出土。口径18．3cm。

口縁下端に凹線を入れて口緑部を
帯状に見せている。
伽　須恵器、壷。

第27区第2土境出土。推定器高64
cm。口径29．7cm。胴部最大径56．6
cm。頸部に5条の凹線、同じく頸
部に平行縦掻き目文あり。肩部以
下平行叩き目となっている。
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（叫　須恵器、壷。
第13区H溝出土。口径24．5C皿。
頸部下端まで横撫で、肩以下平行

叩き目。内面肩上部まで横撫で。
¢ゆ　須恵器、轟？。
第26区出土。口径37．5clも口縁下

に凸帯を付け頸部2ヶ所に沈線3
本を入れて2条の凸帯様文として
いる。凸帯と凸帯の間に櫛措き波
状文が付けられている。

¢ゆ須恵器、広口壷乃至瓶底。
第10区P－E出土。底径約12．3cm。
錘）須恵器、壷底。
第27区3号墳客土中出土。底径約

12．1cm。横撫で、内面も横撫で調
整。
0ゆ　須恵器、台付長頸壷。

第24区土壌出土。底径1＆皿。脚部
に1条の凹線あり、壷底部に櫛状
掻き目がある。

¢叫　須恵器、台付壷。
第25区I地点及び第26区より出土。
底径12C皿。台高約3cm。台に2条
の沈線あり、内外共に横撫で。

051）須恵器、高峰（蜘）。
第27区3号墳上客土中出土。底径
13．5cm。蜘底に近く凸帯を付す。
長三角形の透しあり。内外共に横
撫で調整。

052）須恵器、長頸壷（頚部）。
第26区A出土。口径5．5cm。頸最
細部3．1cm。頸長約9．5C皿。頸中
間に2条の凹線あり。

05⑳須恵器、長頸壷（頚部）。
第27区客土申出土。口径8cm。内
外共に撫で調整。

0時　須恵器、長頸壷頚部？。
第27区3号墳上客土中出土。口径
7．8cm。最細部4．9cm。頸長約7
cm。内外共に横撫で調整。
0吟須恵器、長頸壷胴部。
第25区工地点出土。胴径24．7cm。

肩から胴にかけ4条の凹線あり。
凹線で区分された3カ所には櫛措
き波状文がある。撫で調整。
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057）須恵器、長頸壷。
第24区0地点出土。器高24．2cm。
口径7．3cm。胴径19．3cm。頸最細

部径5．9cm。頸部長約8cm。頸部
中間に2条の凹線。肩下端と胴に
凹線が入っている。底部は回転箆
削り、底部に近く叩き痕あり。全

体に横撫で調整。
（1時　須恵器、長頸壷。
第13区ト構出土。胴径15．7cm。頸

最細部径4．6cm。頸部に凹線。肩
下端と胴に凹線があり2条の凹緑
をまたいで箆押し斜線文。所によ
り斜格子文になっている。

059　須恵器、台付長頸壷。
第24区、第25区2号墳掘り万中出
土。胴径21．8C恥頸最細部径5．6

C恥肩より胴にかけて5条の凹線
が入り、凹線と凹線との間には碗
描き波状文が入っている。全体に
横撫で調整。

第13区へ溝出土。胴径13．6cm。胴
に1条の凹線あり。全体に横撫で
調整。

061）須恵器、台付長頸壷。

第13区P一g出土。胴径17・7cm。
蜘底径9．5C血。頸最細部径4．2cm。
胴に1条の凹線、内外共に賭撫で
調整。頸下端につなぎの痕あり。

069　須恵器、はそう。
第25区P一近出土。器高約11C皿。
口径9cm。胴径7．2C血。致部最細
径2．5cm。頸部長6．5cm。口縁複

合部、頸下端近く、胴の3ヶ所に
凹線が入り。胴より上部は横撫で
胴より下方は箆削り調整。

¢ゆ須恵器、はそう（頚部）。
第55区第1竪穴住居祉出土。口径
10．5C血。内外共に横撫調整。
0ゆ　須恵器、高杯。

第13区（の土壌出土。底径一10．8cm。
脚高6．5cm。脚最細部径3cIn。

0ゆ須恵器、，高塔（脚部）。
第24区土壌出土。胸底径10．8C恥
脚高5．7cm。脚最細部径5．2C恥
長三角形の透しあり。
（lゆ　須恵器、円面硯。

第13区初溝出土。器高7．4cm。
上部径14．1cm。下部径24．3cm。海
幅約1cm。海深さ4Ⅲ皿。陸径15cm。
長方形透し6衝。内外共に横撫で
調整。
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（l叫須恵器、よこべ？口緑部
第27区客土申出土。頸最細部径約
6．1cm。頸部内面に自然粕がかか

っており、肩部内面には頸部取り
付けの措押え痕あり。
070）須恵器、挺瓶？鈎。

第25区R地点出土。鈎長2．1cm。
同幅1．4cm。同先端までの浮き上
り1．7C皿。瓶身の万は内外共に叩
き痕あり。

07の須恵器、よこべ。
第24区土壌出土。推定口径12cm。
07の　須恵器、広口壷頚部。

第25区I地点出土。口径17cm。2
条の凹線で凸帯状にしている。肩
上部まで横撫で、肩部に叩き目。
¢ゆ須恵器、（有蓋）短頸壷。

第54区2土壌出土。推定器高13C恥
口径9・8C恥　胴径15．8cm。頸長約
2cm。内外共に横撫で調整。
0ゆ　須恵器、瓶口縁部。

第24区土壌出土。口径6．2cm。胴
径10．7cm。内外共に横撫で調整。
¢ゆ須恵器、杯。
出土区不明土壌2出土。器高4．6

C恥口径15．1cm。底径10．5cm。内
外共に横撫で調整。
078）須恵器、杯蓋。
第28区3号墳客土中出土。杯器高

4．3C恥蓋口径12．3cm。蓋頂都塵
切り後押え、全体に横撫で後多方
向への撫でがみられる。
（179須恵器、杯蓋。

第54区土壌2出土。口径17．8cm。
内外共に横撫で調整。
¢叫須恵器、杯蓋。
第32区南西大P出土。器高2cm。

蓋径16．8cm。つまみ径3．2cm。内
外共に横撫で調整。



081）須恵器、杯蓋。
第9区G土壌出土。器高3．4C血。
口径10cm。内外共に横撫で調整。

0ゆ　須恵器、杯蓋。
第13区㈹溝出土。器高4cm。
口径11．8C血。蓋頂部踵切り撫で。
全体に横撫で調整。

0叫　須恵器、杯蓋。
第13区（刃溝出土。推定器高約3．8
cm。蓋径10．4C皿。　横撫で調整。
内面多方向撫でがみられる。

（18の　須恵器、杯蓋。
第28区3号墳近辺と古墳掘り万中
より出土。推定器高2．9cm。蓋径
8．5cm。蓋頂部回転箆切り、内外

共に横撫で調整。
0吟　須恵器、杯身。
第28区3号墳近辺出土。器高2．5
cm。口径8．5cm。不均整な作り。
蓋受け立ち上り非常に短かく。内

外共に横撫で調整。
細）須恵器、杯身。
第27区客土中出土。器高4．5cm。

口径12．2cm。蓋受け立ち上り1cm。
杯底箆切り後撫で、全体に横撫で、
による調整。
0ゆ　須恵器、杯身。

第27区3号墳上客土中出土。器高
4．1cm。口径10．3cm。薫受け立ち
上りlc皿。杯底箆切り後押え。全
体に横撫で調整。

089　須恵器、杯身。
第24区士墳墓出土。器高4．4cm。
口径10．7cm。蓋受け1cm。内外共

に横撫で調整、杯底内面に指痕。
0叫須恵器、杯身。
第24区土墳墓出土。器高4．2cm。
蓋受長0．9cm、内外共に横撫で。

190　叫須恵器、杯蓋0
第28区3号墳移動土中より出土。
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器高2．9cIn。口径9．1cm。内外共に
横撫で。蓋頂部巻き上げ痕あり。

¢吟　須恵器、盤。
第27区3号墳上客土中出土。

器高1．7cm。口径8．1cm。底径4．1cm
横撫で。底部回転糸切り痕あり。

0時　須恵器、塔蓋。
第27区3号墳上客土中出土。
器高5cm。口径12．5cm。内外共に
横撫で。蓋頂部巻き上げ痕あり。
0叫　須恵器、杯蓋。

第11区P－C出土。
口径13．1cm。箆削り後横撫で。内
面巻き上げ痕残り、横撫で。
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（195）須恵器、杯蓋。

第28区3号墳近辺より出土。
口径14cm。凹線入り、内外共に横
撫で。蓋口縁部に鍾きざみ目あり。
0吟　須恵器、杯蓋。

第25区P一班出土。推定口径11．7
cm。大きく広がった蓋身受け。
097）土師質、灯明皿？。

第27区第3土壌灯明皿遺構出土。
器高1．3cm。口径7．5cm。底部径4cm。
逆時計廻り撫で、廻転糸切り痕。
0呵　土師質、灯明皿？

第27区第3土壌灯明皿遺構出土。
器高1．7cm。口径7．＆恥底部径4．3
cm。同上撫で、廻転糸切り痕。
0呵　土師質、灯明皿？。
第27区第3土壌灯明皿遺構出土。

器高1．5cm。口径7．7cm。底部径4．8
cm。同上撫で、廻転糸切り痕。

¢叫　土師質、灯明皿？
第27区第3土壌灯明皿遺構出土。
器高1．6cm。口径8．6C恥底部径5．4

C恥同上撫で、廻転糸切り痕。
⑳1）土師質、灯明皿？
第27区第3土壌灯明皿遺構出土。
器高1．5cm。口径7．7cm。底部径53

cm。同上撫で、廻転糸切り痕。
伽の　土師質、杯。
第27区第3土壌灯明皿遺構出土。
器高4cm。口径13．7cm。底径7．3cm。

横撫で、底部廻転糸切り痕あり。
⑭り土師質、杯。
第27区第3土壌灯明皿遺構出土。
器高3．7cm。口径13．5cm。底径7C恥

横撫で、底部廻転糸切り痕あり。
伽の　石器、丸石。
第10区N土壌出土。同伴土器は弥
生中期中葉。長径5．2cm。短径4．1
cm。卵型で、全面摩られている。

¢吟石器、丸万。
第10区N土壌出土。同伴土器は弥
生中期中葉。長径7cm。短径5．8C叫，
卵型で、全面摩られている。
（叫）石器、石庖丁。
第8区K土壌出土。同伴土器は弥

生中期中葉。推定長13．3cm。中央
幅3．8cm。穴と穴との闇1．1cm。厚
さ0．6cm。磨製。

¢の石器、石庖丁。
第8区構0地点出土。同伴土器は
弥生中期中葉。厚さ1cm。磨製。
細の　石器、砥石？

第13区ト溝中出土。同伴土器は古
墳中期後半の土師器及び古墳後期
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須恵器。するどくⅤ字型にえぐら
れた石で、砥石として使用か？

（2ゆ　鉄サイ。
出所、同伴土器は¢09と同じ。
細り　石器、砥石？。

第33区土壌2出土。同伴土器は古
墳中期後半土師器。平に摩られた
処所のある石。

（2ゆ　石器、石斧。
第8区N土壌出土。同伴土器は弥
生中期中葉。研磨石斧片。

（2ゆ　石器、石斧。
第7区出土。表面は研磨きれてお
り、両先端が打ち欠けている。
¢1の石器、石斧。

第10区J土塊出土。同伴土軌は弥
生中期中葉。
¢10　石器、砥石。
第16区P－A出土。四面共に研磨
されている。

（217）石器、叩き石。
第16区P－A出土。両端に叩欠痕
あり。
¢ゆ　石器、叩き石？

第54区溝2南部出土。円板状の石
片で打撃痕あり。
¢19　石器、すり石？

第53区溝2北部出土。同伴土器は
弥生中期中葉。直径11cm以上。厚
さ5．5C恥円板状の石器で、周辺が
磨削されている。

＠1）石器、砥石片？
第53区P－58出土。三面共に研磨
されている。
＠の　石器。

第7区出土。
G坤　石器。
第11区出土。
㈱　石器。
第13区出土。



（の石器、砥石？
第51区西部北畔第2層出土。
幅狭く鋭どい刃先を有する刃物で
凹状にされた石。

¢29石器。
第10区J土盛出土。
¢勧石器。
．第8区出土。

¢3の石器、砥石？
第13区出土。長径2．7cm。短径1・9
cm。長さ8．4cmの棒状石の一面に

平に研磨された痕あり。
¢叫石器。
第13区D土壌出土。
¢翻鉄サイ。

第13区出土。
¢3り石器。
第13区出土。

¢均　石器。
第54区溝2南部出土。両面が研磨
された破片。
¢39石器。

第13区出土。
¢4の石器。
第10区N土壌出土。

¢42）石器。
第11区Ⅹ土壌出土。同伴土器は古
墳後期の須恵謹片。敲摩された凹

237　　状穴がみられる

¢ゆ　石器。
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第10区N土壌出土。
¢ゆ石器。
第9区P－E出土。

¢49　石器。
第13区P－J出土。かまぼこを薄
切り乃至耳の形をした石で、全体
が研磨あるいは刃物で削られてい
る。

¢47）石器。
第10区P－C出土。
¢ゆ石器、石皿？
第50区溝2出土。
凹状研磨痕のみられる破片。
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¢49　金銅製刀鍔。
第24区2号墳上（同墳破壊移動土
中）出土。銅製金鍍金。
¢坤　鉄輪、馬具？
第24区2号墳中（同墳破壊移動土
中）出土。

飾り鉄器。
第24区2号墳中（同墳破壊移動土
申）出土。

節目鋤鉄器、馬具。
第28区3号墳中（同墳破壊移動土
中）出土。金箔が置かれている。

251　¢ゆ¢吟鉄器、馬具。

－95－

第24区2号墳申（同墳破壊移動土
中）鋲止金箔が認められた。
画一2吟　ガラス小玉。

第28区3号墳中（同墳破壊移動土
中）出土。
伽0－均鉄器、馬具。
第28区3号墳中（同墳破壊移動土
中）出土。

（如）金銅製、金環。
第28区3号墳中（同墳破壊移動土
中）出土。銅板にて中空の環を作
り金鍍金したもの。

価の　金銅製、金環。
第28区3号墳中（同墳破壊移動土
中）出土。銅製金鍍金。重さの点
より中空とは考えられない。
¢ゆ　鉄器、馬具。

第27区3号墳中（同墳破壊移動土
中）出土。鋲止金が置かれている。
¢の　鉄器。

第26区北喘近く黒ポク土中より出
土。現代のものと考えられる。
¢ゆ　鉄器、釘。
第27区灯明皿遺構出土。木棺の釘
と考えられる。

伽9¢7の鉄器、釘。
第27区灯明皿遺構出土。木棺に使
用した釘と考えられる。

¢叫　鉄器。
第28区出土と思われる。
¢ゆ　鉄器。
第26区北端近く黒ポク土中より出

土。現代の鍬の楔か？
何句　軒丸瓦。
第11区出土。（土師百井廃寺跡発

掘調査報告書Ⅱ．参照）土師百井
式の重岡文八葉素弁蓮花文一土
師百井第一様式－と同種。
卸の　瓦。無叩目。
第52区出土。



¢乃）平瓦。万代寺第一様式。

第52区出土。

（卸）平瓦。万代寺第二様式。

第52区出土。

¢7り　平瓦。万代寺第一様式。

第52区出土。

¢7の　平瓦。万代寺第二様式。

第51区出土。

¢79　平瓦。万代寺第二様式。

第52区出土。

細の　平瓦。万代寺第三様式。

第52区出土。

⑳り　丸瓦。万代寺第二様式。

第52区出土。

¢ゆ　平瓦。万代寺第二様式。

第52区出土。

万代寺遺跡出土の瓦には、平瓦、

丸瓦とも同一瓦には必ず二種類の叩

き目がスタンプされている。

叩き目の種類は五種あり、組合せ

の上から三種類の様式に分類できた

（A＋B）を第一様式。（C＋D）

を第二様式。（D＋E）を第三様式

278　　として分類した結果、
総出土点数288点（軒丸一点、無
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スタンプ11点。不明10点を含む）。

第一様式121点。第二様式133点。

第三様式1点。であった。

瓦表面布目の観察の結果、縦糸は

総て20本で23血mの幅をもち、横糸は

20本で10m血～23mmで同→敵機乃至同

種織機から織られた布が使用されて

いたものと考えられた。

緻密な胎土が使用されており、焼

成が軟とみられる灰白色のものは数

が少なく、硬度の高い灰色。褐灰色

及び褐色の瓦が多かった。

土師百井廃寺跡出土の大量瓦の内

に万代寺第一様式、第二様式の叩き

目瓦が大量に存在していた。

叩き目の種類

琴鰊轡A

B

膠竃蒼畳屋
D

わ
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この発掘調査の全容を通じ、現場に立ち合った調査者の一人として、感想を述べ、まとめの

文章としたい。

I　落し穴遺構について

万代寺遺跡の地層は全調査地中、官衝造営時の削平、官衝が他所へ移転後50～60年乃至100

年未満中の耕地化削平（官衛跡に繁茂した樹根跡より推測）、元禄14年頃の開墾による削平、明

治15年の新田開発にともなう削平、国鉄因美線建設にともなう削平等この削平に遭遇しなかっ

たと思われる地域には、黒ポク層の下は約3～4cmの厚さで黒褐色から褐色になる層があり、

その下部は黄橙色のローム層となっていた。

落し穴遺構につまっている土壌の色は、黒ボクそのものの色をしたのや、黒ボクが還元脱色

されて、白けた色をしたもの。黒褐色の色をしたもの。褐色をしたもの等様々であった。黒ボ

クは大山の火山灰土とのこと、大山噴火はBC6000年頃とのこと、茶褐色土のつまった穴は大

山噴火前、黒褐色は噴火前期、黒色は噴火中、白けた黒色は噴火終了後、このように考えると

縄文早期に万代寺遺跡地には縄文人が狩猟をして、生活していたと考えられる。？？

更に縄文後期中葉とみられる福田KI式系、中津式系の土器の検出。晩期縄文土器の検出な

どによって万代寺遺跡地に縄文人の足跡のあることが知れた。

Ⅱ　弥生時代中期の墓相

縄文晩期の土器片1点が検出され、その後途断え急に弥生中期中葉土器が大量に採取される

に至った。

現地形より幅約100甥、最大落差約5甥の谷を堺にして片方は居住生活区、他方は墓域地区

と区別されていた。墓域は生活区の東北に位置し、幅50珊から1甥、長さ4．5刑から11甥の祭祈

溝とでも呼ばれるものなのか、溝の状況にもよるが約2甥置き位に壷や聾が数個宛副葬され、

一条の祭祈溝に対して4基乃至7基に至る木棺直葬の土墳墓が附随し、一つの墓群を形成して

いた。副葬された土器類は、完形のもの、底を抜かれたもの、胴より上部だけのもの、胴より

下部のもの、半かけのもの等々様々で、一定の副葬形式は無いように思われた。

墓群は一条の祭祈溝に対して土墳墓の方向を直角に向けるか、平行にするかの相違がみられ

た。一条の祭祈溝に対して形成される墓群数人の被埋葬者問同志の関係が問題になってくる。

そこで思考の具となる問題を拾いあげてみると、

①　溝状遺構は一時に掘り上げられたもので、底部がⅤ字型になっている。

（②　同一祭祈溝出土の土器から時代差が見られなかった。

（彰　他の祭祈溝と比較すると多少の時代差があるように思えた。

④　同一祭祈溝にある土器群出土水準に大差がない。時により約20m位の差のあるものもある。
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⑤　同一墓群には大小様々な土墳墓が附随している。

⑥　直接関係はないが、祭祈溝は地形的に土墳墓より高所に掘られている。

⑦　長い祭祈溝に附随する土墳墓の数は多い。

⑧　初期の頃は北向き斜面に墓群を形成している。

⑨　次いで高所に墓群が求められる。その時は祭祈溝と土墳墓の高低が入れ変っている。

一応以上9点を呈示して、思考の具に供し0調査立会人としての意見を述べるならば、墓群

が家族墓であるならば、祭祈溝は掘り次ぎ、掘り次ぎのため、一度に掘り上げたと同じ形には

なるまい（死亡に年代差があるため）。又死亡に年代差があるため副葬品に時代差が生じてよ

いのでなかろうか。仮に時代差が少なく、祭祈溝は前もって長く掘っておいても、副葬品の出

土水準に大きな差があるのではあるまいか（長年月で溝は少しずつ埋ってゆく故）。等々考え

て、墓群は家族単位でなく、部落単位即ち一族単位のものでなかろうか。10家族位の一族が、

一条の溝を掘り、附随する土墳墓を作り、数年一十数年で溝に対応した土墳墓を掘ることがで

きなくなった時、他の場所に溝を掘る。だから同一祭祈溝中の土器には時代差がないと考えた。

初期の頃の墓相で墓域が北向．き斜面であるため高所に祭祈溝を掘ったのは、低所にある土墳

墓が雨水等の流水で洗われるのを防ぐ目的があったのではなかろうか。第52区、第53区の高所

は削平によって詳ではないが、時代が移って、雨水、流水等他から影響のない高所が墓域に選

ばれ土墳墓を掘り・祭祈溝は形の上で低所に掘るようになった。その祭祈溝が高所をかこむ形

となり、次第に周溝墓形式に近づき、周溝墓が発生するのではなかろうか？。その周溝墓発生

の源形が、第52区、第53区に見られる形かも知れぬと思えた。それは祭祈溝が副葬品を納める

だけの溝でなく、流水を防ぐ目的もあるのだと考えた結果の結論である。
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弥生期の高床倉庫で

あろうか、墓域西方の

第55区、第56区に1間

×2間の掘立式建物址

がみられる。この種建

物址は他区域で数点見

受けられた。

弥生中期後妻を過ぎ

後期に入ると、土器の

出土量は減少し、後期

中葉が最後で、後期後

葉土器は検出されてい

ない。次いで時代的に

出現する土器は古墳期
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前期前葉のものからである。弥生後期後妻と古墳期初頭の30～40年前後の空白がみられた。

Ⅱ　古墳時代

古墳時代に入って、これと特記すべきことはなかったように思う。古墳前期中葉頃の住居祉、

中期前葉の住居祉。時代不明住居祉4基を含めて7基の住居祉の検出がなされている。

もと御建山に古墳があり土埴が多く出土されたという。第13区より土埴片を数点出土。御建山

古墳の土埴がここまで来たのかと教えを受けたところ、御建山古墳の円筒土埴は内面刷毛目調

整で当地方一帯は刷毛目調整のものが主であるとのこと、今回刷毛目調整のものに混じて箆削

りのものが出土しているが、当地方には全く無いものと考えられていたとのこと。

この万代寺遺跡第13区の近所に円筒土埴をめぐらした中期古墳が存在していたらしい。

須恵琢（6世紀末）を枕にした土墳墓2基出現、当郡家町で古墳期杯枕の例は、稲荷山古墳

群から2例あり、これで4例日となる。万代寺2号墳及び3号境の築造年代は両方共6世紀中

頃と見られるが、こわされるのも早かった。郡衛の庁が北官衛から中央官衝に移る8世紀の中

葉前後にはこわされたのではなかろうか。約200年間の寿命である。

それにしては第2号境の墓道の長さに驚く。約17．5甥醇測られ、それ以上続く墓道、しかもくっ

きりと印されているのは祭祈の為に多数の人が、数多く、長年に亘って往き来したからであろ

う。

Ⅳ　官衝と土師百井廃寺

土師百井廃寺と万代寺遺跡を結び付けるものは瓦である。

第11区、第12区、第13区、第25区、第50区、第51区、第52区、第53区、第54区、第55区、第56

区等から出土した大量の瓦、瓦に使用された布が同一織機乃至同機種の織機から織られたもの

と考えられ（縦糸の本数が同じ）。更に平瓦など叩き目から三種に分類でき、それが五種の叩

き板によって、同一瓦に必ず二種の叩き板が利用されていること。胎土が同じであること。

等々から同時期作られた瓦であることが推測された。同様にたった一片であるが軒丸瓦も同時

代のものと考えられた。

軒丸瓦が土師百井廃寺第一様式のものと全く同じであり、土師百井廃寺出土の瓦の中に万代

寺出土瓦と同様の瓦を見付けるに及んで、白鳳時代のものと云われる古瓦であることに確信が

もてた。第11、12、13、25区からは二、三点乃至数点ゑ出土しかみられなかったのに、削平度

も最もはなはだしい第52、53、54区より大量の出土がみられたことから推して、第52、53、54

区にあった建物に使用されていたものと考えられた。北官衝と呼んでいた建物に使用されてい

たものであろう。

八上郡は大郡で大領が郡司となる。郡司が郡政を司るために郡衝を築造するのと時期を同じ

くして土師百井廃寺を自分の氏寺として建立したのであろう。だから廃寺跡出土瓦と郡衛跡出

土瓦は同時に同じ窯で作らせたため同種の瓦の出土がみられたのであろう。

さすれば白鳳時代と云っても、古代律令国家の整備のされた奈良時代のはじめ頃の事と考えら
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れるが。中央政権が地方に及ぶ年数を考慮して西歴725年頃～735年頃の事で　なかろうか。

ほぼ西歴730年築造された北官衝は瓦ぶきの巨大な建造物であった。巨大な郡衝と土師百井

廃寺を建立した当時の郡司の財力と勢力は巨大なものがあったのであろう。

堀立て柱の駄目になる約30年後即ち西歴760年頃から第一期中央官衛に郡衛は移ったものと考

えられる。第13区出土の円面硯（167番）8世紀中頃のものと思われたが、丁度この第一期の時

代に使用されたものかも知れぬ。

西歴790年頃より第二期中央官衛期に入り、それが終了するのが西歴820年頃となる。その

間郡司は4代位変っているのではなかろうか。

ここで問題となるのが西宮衝で、西宮衝遺構の試掘調査で正殿跡の発見に至らなかった。

可能区域を調査したのに発見できなかったのは、この区域は政庁を置かず、中央官衛役人の住

居の地であったのでなかろうか。試掘調査の折、生活用土器類が主に出土されたのが、この区

域である。建築物等主軸の方行が異なるものが同時期には存在しないと云うのは事実であろう
0　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　0

か。主軸に対して西宮衝遺構は9であり、中央官衛遺構は6．5である。たった2．5角の相違のみ、

溝は平行である。相違点も、同じ所もある。西宮衛の溝状遺構内に柵列を確認していない、設

備の点でも政庁を置くにふさわしくなく、溝状遺構も広すぎる位の166甥×175甥以上である。

中央官衛と西宮衝は同時期別目的で使用したと考えるのは不可であろうか。

ここで注意しなければならぬのは船岡町で発表した西の岡遺跡発掘調査報告書である。この

西の岡遺跡は船岡町字郡家の近くで、報告書内に堀立柱建物跡の報告と円面硯出土の報告がな

されている。この円面硯は現物を見ていないが、写真で9世紀前半のものと思われた。

西宮衛遺構を無視して（中央官衛と同時代と考えて）西歴820年の頃、官衛を船岡町郡家へ

移したとするならば、西の岡遺跡出土の円面硯の使用年代があってくる。

旧来、船岡町に郡衛が存在したと主張されている説がある。それは文書や小字名等から類

推してのことであろうが、万代寺遺跡の発掘調査、西の岡遺跡の発掘調査等から、その説に

賛同したい。

ここで今後の課題としては、移転事実の追求と、更に何処かへ移転したであろう移転先の

追究である。八上郡の郡政が何時頃まで続いたかの解明がそれによってなされるのではなか

ろうか。

一120－

i

J

ノ

1

章



才

も

昭和58年3月発行

万代寺遺跡発掘調査報告書

発行　郡家町教育委員　会

鳥取県八頭郡郡家町郡家493

TEL（08587）2－0201

く］


